
‒ 40 ‒

・授業ᚋの感᝿では、᪂しい知㆑への⯆࿡や௒ᚋの学習ពḧが高まࡗたことが☜認された。 
【能力・スキル】 

コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップ 

【関連企業】᪥ᮏ⸆科大学 

 
授業名・プロジェクト名】「❧㣗ブッフェを学ぶ」 
㸱年ㄪ理科㸰月～㸱月「総合ㄪ理実習」・「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

・�月に実施ண定の༞業作品展にྥけ、❧㣗ブッフェᙧ式での㐠Ⴀにᚲ要なスキルの習得を目ᣦす。 

・༞業作品展では、特産品を活用したオリジナルレシピをྵむᩱ理をᢨ㟢しますが、その‽ഛとして、 

ᚲ要なᶵᮦを用いたㄪ理や㓄⮃᪉ἲ、❧㣗ᙧ式特᭷の動⥺設ィ、㣭り付け、┒り付けのᢏ術を学ࡤ 

せる。 

・レストラン業ົをᑓ㛛とするスタッフのᣦᑟを受け、❧㣗ᙧ式に㐺したレシピやㄪ理᪉ἲの考案に 

཯ᫎさせ、この実㊶的な学びを通じて、生徒たちは❧㣗ビュッフェᙧ式の༞業作品展での成ຌを

目ᣦさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

・᮶ሙ⪅からは「࣍テルのビュッフェのようだࡗた」「� 年間のດ力がఏࡗࢃた」「生徒の成長を感じ

た」な࡝高ホ౯を得た。ᩱ理の࿡やぢた目に加え、᥋ᐈ㠃でも「ኌかけやㄝ᫂が⣲ᬕらしかࡗた」「㞺 

ᩱ理ごとにჾ㑅び ヨ作ղ 

ᗙ学ビュフエとはఱか 
ヨ作ձ 

ᅖẼがⰋかࡗた」とዲホ。特に、特産品を活用した「タコの梅⫗࿴え」は⤯品とのኌがከかࡗた。䞉ビ

ュッフェ㐠Ⴀを通じて、ㄪ理ᢏ術だけでなくサービスやチー࣒࣡ークの㔜要性を学ぶᶵ会となり、生徒

の自信と実㊶力ྥୖにつながる成果を得た。 

【能力・スキル】 

越生町・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

アントレプレナーシップ 

【関連企業】 

 ዪ子ᰤ㣴大学�㤶ᕝㄪ理〇Ⳬᑓ㛛学  ᰯ

 
【授業名・プロジェクト名】「༞業作品展」 
㸱年ㄪ理科㸰月～㸱月㸲᪥㸦ⅆ㸧「総合ㄪ理実習」・「ㄪ理実習」で実施 

【授業の概要・狙い】 

㸱年間の集大成としてẖ年༞業作品展では、おୡヰになࡗたಖㆤ⪅にᯇⰼᇽᘚᙜを᣺る⯙ࡗて 

きたが、コ࣑ュࢽケーシࣙンがうまく取れないሙ㠃もከかࡗた。そࢇな཯┬も㋃まえたうえで௒年ᗘ

は、࣐イスター・ࣁイスクール஦業の୍⎔として越生町の特産品をᩱ理の中に取りධれたビュッフェᙧ

式にスタイルをኚえ㣗஦を通じて、生徒の成長ぶりをಖㆤ⪅にもぢていただき、ಖㆤ⪅、生徒、教ᖌが

自然に஺ὶするᶵ会をቑやしಖㆤ⪅と生徒が⥭ᙇせず作品を㚷賞しヨ㣗するᶵ会をつくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成 果】 

生徒が自ら㸱年間のㄪ理実習の集大成として、ビュッフェᙧ式での᥋ᐈの㸳ཎ๎から学びጞめ、企画 

・㐠Ⴀ・設Ⴀにまで関ࢃることで、生徒の自୺性や㈐௵感を㣴うことができた。 
またಖㆤ⪅との✚ᴟ的なコ࣑ュࢽケーシࣙンのሙとなり、実㝿の༞業作品展の⤒㦂は、༞業ᚋにもᙺ 
❧つ㈗㔜なスキルとなࡗた。 

༞業作品展のᵝ子 
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【能力・スキル】 

越生町・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

アントレプレナーシップ 

【関連企業】㤶ᕝᰤ㣴学園 ᯇ᯽ீレストラン 

 ㊶学科ᶓ᩿的なもの࡙くりの実߈

6;人ᮦにᚲ要な能力・スキルを身に付けさせるほⅬから、越生町・サスティナビリティについての理解

を࣋ースにデジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップを身に付け、活用

できる人ᮦを㣴成することを目的からୗグのようなㄢ㢟を学科ᶓ᩿的に取り組む活動を実施した。 
 １年生 㸰年生 㸱年生 

自動㌴科 越生町クイࢬを考える 

ձエコカーをㄪ࡭て᥎し

を㸱つ㑅ぶ 

 越生町を㉮る߈

ḟ回のᢏ能コンクール

のᨵၿⅬを考える 

ㄪ理科 
越生町特産品のポスター

を考える 

クリス࣐スコンテストの

ポスター案を考える 

越生町特産品を౑ࡗた

༞業作品展レシピを考

える 

普通科 
越生町を紹介する動画を

๰る 

チࣙコレート 3- のプロ

ࣔーシࣙンを考える 

チࣙコレート3-のࣃッ

ケージを考える 

 

またキッチンカーはすでに௒年ᗘのධ学生にㄪ理科が制作したチࣙコࣃイをධ学⚃いとして㓄ᕸする

活動はጞまࡗていたが、学ᰯእでのイ࣋ントやᗈሗ活動に౑用するために自動㌴科・ㄪ理科で༠力し、

㍍トラックの㌴᳨の時期に合ࢃせて、特Ṧ㌴୧�ナンバーへのᵓ㐀ኚ᭦⏦ㄳとキッチンカーでఱを販売

するかを᳨ウし、ㄪ理科の生徒がキッチンカーのෆ⿦のᑍἲからಖ೺所の⏦ㄳまでを教ᖌと୍⥴に作成

し、「Ύ࿴学園高➼学ᰯキッチンカー」として┴ෆでの㣗品Ⴀ業のチྍを得ることができた。１１月㸱

᪥の越生町の産業⚍には、ㄪ理科の制作したチࣙコࣃイ㸰㸮㸮ಶを㸰時間㊊らずで完売することができ

た。௒ᚋは、町ෆのྛ✀イ࣋ントへのཧ加や、⅏ᐖ時の活用᪉ἲを生徒と越生町の関ಀ⪅とᶍ⣴した取

り組ࡳ活動を⥅⥆してやࡗていく。 

 

 企業連携組⧊のᵓ⠏߉

᫖年ᗘの成果ሗ࿌会の中、企業との取り組ࡳ活動をቑやすようにといࡗたᣦ᦬を受けたことを㋃まえて、

௒年ᗘは、企業連携授業をቑやす取り組ࡳ活動を行ࡗた。 

୍ᕝ学園には、ే設している「ᑓ㛛学ᰯ越生自動㌴大学ᰯ」が࠶り、その中には、㸲㸮社を㉸える自動

㌴関連の企業ᚋ᥼会の組⧊が࠶る。そこで、௒年ᗘは、「᪥産プリンスᇸ⋢販売株式会社ᵝ」に加えて、

「᪥㔝自動㌴株式会社ᵝ」「ᇸ⋢トࣚタ自動㌴株式会社ᵝ」・「ᇸ⋢スバル株式会社ᵝ」の༠力を得る

ことができた。᪥㔝自動㌴ᵝでは、大ᆺトラックの〇㐀ラインの施設ぢ学を実施し、᪥産プリンスᇸ⋢

販売ᵝからは、㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術の「プロࣃイット」や、㟁動化に࠶たる H�32:(R の授業、トࣚタ自動㌴ᵝ

にはỈ⣲を౑用して㉮る「0,R$,」を教ᮦにࢮロカー࣎ン社会実⌧の取り組ࡳの授業を実施。ᇸ⋢スバル

ᵝからは㞀ᐖを感知して制Ṇする「アイサイト」へのྠ஌体㦂なྛ࡝社の特Ⰽ࠶る、授業・実㌴による

実習を実施することができた。 

 ㄪ理科においては、越生町でⳫ子〇㐀業のチྍを得て梅やゆずを౑用したクッキーな࡝を〇㐀してい

る「おごせ⚟♴作業所」の༠力を得ながらバレンタイン商ᡓにྥけて販売するチࣙコレートの௙ୖࡆや

⿄ワめ作業を、作業所のⓙさࢇと生徒が୍⥴に作業するといࡗた活動を通して、⚟♴施設のᙺ割や地域

との連携の㔜要性を学びながら、地域との連携をᙉ化していく活動も୍つ生まれてきた。 

 ᮶年ᗘについては、企業ᚋ᥼会の༠力を得ながら、自㉮にྥけた࣐スイターのᮏ᮶の目的でも࠶るᑵ

⫋活動に⤖びつけられるような連携のᅾり᪉をᶍ⣴していきたい。 

 

մ஦業理ᛕの展㛤と普ཬ 

 ஦業の理ᛕとしては、産業⏺とᑓ㛛高ᰯ、地᪉බඹᅋ体が୍体となり、地域のᣢ⥆的な成長をリード

するため、⤯えず進化する᭱ඛ➃の⫋業人ᮦ育成システ࣒のᵓ⠏をᅗるもので࠶る。ᮏᰯでは、学ᰯ㨩

力化や6;人ᮦ育成ࣔデルのᵓ⠏6XVWaLnaELOLW\ 7UanVIRUPaWLRnをᥖࡆて、ᣢ⥆ྍ能な地域活性化にྥ

けた஦業を産業⏺と地域の関ಀ⪅とが༠ാし、解Ỵをᅗることができるḟୡ௦࣐イスターの育成を行う

もので࠶る。そうした中、近㞄の中学ᰯ・高➼学ᰯ・特ูᨭ᥼学ᰯ➼でฟ๓授業・進㊰ㄝ᫂会・地域஺

ὶ会➼へのཧ加を通して࣐イスター・ࣁイスクール஦業の理解を深める取り組ࡳ活動を実施した。 
まず地元に࠶る越生中学ᰯでは進㊰ㄝ᫂会へのཧ加・ẟ࿅ᒣ中学ᰯ・ᕝ越大ᮾ中学ᰯ・ඵ⋤子ᕝཱྀ中学

ᰯではฟ๓授業㸦⡆༢な自動㌴の基♏知㆑㸧の中で、生徒の取り組ࡳ活動を紹介し生徒募集にもつなが

る活動を実施した。また、特ูᨭ᥼学ᰯからもᮏᰯにධ学してくる生徒がいることから、特性の࠶る生

徒に対応したእ㒊連携として、ẟ࿅ᒣᨭ᥼学ᰯ㸦高➼㒊㸧・大ᐑ໭特ูᨭ᥼学ᰯ㸦高➼㒊㸧ᕝ越特ูᨭ

᥼学ᰯ㸦高➼㒊㸧との地域஺ὶ会・᝟ሗ஺᥮会に✚ᴟ的にཧ加し、࣐ススター・ࣁイスクール஦業の理

解を深めた。 
またᕝ越ᕷෆに࠶る「࢘ェスタᕝ越」を会ሙとしてᮏᰯのጜጒᰯで࠶るṊⶶ越生高ᰯが୺ദする中学ᰯ

・高➼学ᰯのሿのඛ生᪉を対㇟とした学ᰯㄝ᫂会でも、࣐イスター・ࣁイスクールの取り組ࡳ活動を紹

介し募集活動につながる取り組ࡳ活動を実施した。㸦１㸶㸲ᰯཧ加㸧 
 ᮶年ᗘにおいては、自㉮にྥけた取り組ࡳ活動の୍⎔として、近㞄の中学ᰯの生徒にも௒年ᗘから実

施した「ᢏ能コンクール」や「チࣙコレートプロジェクト」のᑂᰝ会にᣍᚅするな࡝の᪂しいヨࡳを行

うことで、この஦業の普ཬ活動の୍ຓにもしていきたい。 
 

㸶、目標の進ᤖ≧ἣ㸪成果㸪ホ౯ 

概ࡡ目標にྥかࡗて進められてはいるが、自動㌴科の地域ㄢ㢟解Ỵにྥけての活動や取り組ࡳについ 

ては、௒୍つのとこࢁが࠶る。 

越生町を学ぶ授業により特に�年生について、越生町への理解が深まり、身近に感じることができる 

ようになࡗた。自動㌴科はC$6(㸩Ș授業により、自動㌴産業の᭱᪂ᢏ術への理解が深まࡗた。 

特に㟁動化・エコカーによる⎔ቃၥ㢟へのព㆑が醸成され、௒ᚋの地域ㄢ㢟解Ỵにྥけたᅵྎはᙧ成 

された。 

ㄪ理科はチࣙコレートプロジェクトにより生徒の能力・スキルのఙ長が認められ、また商品化して

販売取り組ࡳでᗈく越生町の梅、ゆずを3Rすることで地域ㄢ㢟で࠶る特産果ᶞのᾘ㈝㔞ῶᑡや㸴ḟ

産業化へ貢献できた。 

目標の進ᤖ≧ἣの中で、学科をၥࢃず、プロジェクトᙧ式でそれࡒれのㄢ㢟のゴールを設定し生徒

による発表のᶵ会をቑやすことで、人๓でヰすᶵ会や⤒㦂がᑡなかࡗたᮏᰯの生徒もやれࡤできる

といࡗた自ᕫ効力感が高まることが☜認できた。 

 

㸷、ḟ年ᗘ௨㝆のㄢ㢟ཬびᨵၿⅬ 

 カリキュラ࣒の定ᖖ化ۍ
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【能力・スキル】 

越生町・サステナビリティ・デジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル 

アントレプレナーシップ 

【関連企業】㤶ᕝᰤ㣴学園 ᯇ᯽ீレストラン 

 ㊶学科ᶓ᩿的なもの࡙くりの実߈

6;人ᮦにᚲ要な能力・スキルを身に付けさせるほⅬから、越生町・サスティナビリティについての理解

を࣋ースにデジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アントレプレナーシップを身に付け、活用

できる人ᮦを㣴成することを目的からୗグのようなㄢ㢟を学科ᶓ᩿的に取り組む活動を実施した。 
 １年生 㸰年生 㸱年生 

自動㌴科 越生町クイࢬを考える 

ձエコカーをㄪ࡭て᥎し

を㸱つ㑅ぶ 

 越生町を㉮る߈

ḟ回のᢏ能コンクール

のᨵၿⅬを考える 

ㄪ理科 
越生町特産品のポスター

を考える 

クリス࣐スコンテストの

ポスター案を考える 

越生町特産品を౑ࡗた

༞業作品展レシピを考

える 

普通科 
越生町を紹介する動画を

๰る 

チࣙコレート 3- のプロ

ࣔーシࣙンを考える 

チࣙコレート3-のࣃッ

ケージを考える 

 

またキッチンカーはすでに௒年ᗘのධ学生にㄪ理科が制作したチࣙコࣃイをධ学⚃いとして㓄ᕸする

活動はጞまࡗていたが、学ᰯእでのイ࣋ントやᗈሗ活動に౑用するために自動㌴科・ㄪ理科で༠力し、

㍍トラックの㌴᳨の時期に合ࢃせて、特Ṧ㌴୧�ナンバーへのᵓ㐀ኚ᭦⏦ㄳとキッチンカーでఱを販売

するかを᳨ウし、ㄪ理科の生徒がキッチンカーのෆ⿦のᑍἲからಖ೺所の⏦ㄳまでを教ᖌと୍⥴に作成

し、「Ύ࿴学園高➼学ᰯキッチンカー」として┴ෆでの㣗品Ⴀ業のチྍを得ることができた。１１月㸱

᪥の越生町の産業⚍には、ㄪ理科の制作したチࣙコࣃイ㸰㸮㸮ಶを㸰時間㊊らずで完売することができ

た。௒ᚋは、町ෆのྛ✀イ࣋ントへのཧ加や、⅏ᐖ時の活用᪉ἲを生徒と越生町の関ಀ⪅とᶍ⣴した取

り組ࡳ活動を⥅⥆してやࡗていく。 

 

 企業連携組⧊のᵓ⠏߉

᫖年ᗘの成果ሗ࿌会の中、企業との取り組ࡳ活動をቑやすようにといࡗたᣦ᦬を受けたことを㋃まえて、

௒年ᗘは、企業連携授業をቑやす取り組ࡳ活動を行ࡗた。 

୍ᕝ学園には、ే設している「ᑓ㛛学ᰯ越生自動㌴大学ᰯ」が࠶り、その中には、㸲㸮社を㉸える自動

㌴関連の企業ᚋ᥼会の組⧊が࠶る。そこで、௒年ᗘは、「᪥産プリンスᇸ⋢販売株式会社ᵝ」に加えて、

「᪥㔝自動㌴株式会社ᵝ」「ᇸ⋢トࣚタ自動㌴株式会社ᵝ」・「ᇸ⋢スバル株式会社ᵝ」の༠力を得る

ことができた。᪥㔝自動㌴ᵝでは、大ᆺトラックの〇㐀ラインの施設ぢ学を実施し、᪥産プリンスᇸ⋢

販売ᵝからは、㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術の「プロࣃイット」や、㟁動化に࠶たる H�32:(R の授業、トࣚタ自動㌴ᵝ

にはỈ⣲を౑用して㉮る「0,R$,」を教ᮦにࢮロカー࣎ン社会実⌧の取り組ࡳの授業を実施。ᇸ⋢スバル

ᵝからは㞀ᐖを感知して制Ṇする「アイサイト」へのྠ஌体㦂なྛ࡝社の特Ⰽ࠶る、授業・実㌴による

実習を実施することができた。 

 ㄪ理科においては、越生町でⳫ子〇㐀業のチྍを得て梅やゆずを౑用したクッキーな࡝を〇㐀してい

る「おごせ⚟♴作業所」の༠力を得ながらバレンタイン商ᡓにྥけて販売するチࣙコレートの௙ୖࡆや

⿄ワめ作業を、作業所のⓙさࢇと生徒が୍⥴に作業するといࡗた活動を通して、⚟♴施設のᙺ割や地域

との連携の㔜要性を学びながら、地域との連携をᙉ化していく活動も୍つ生まれてきた。 

 ᮶年ᗘについては、企業ᚋ᥼会の༠力を得ながら、自㉮にྥけた࣐スイターのᮏ᮶の目的でも࠶るᑵ

⫋活動に⤖びつけられるような連携のᅾり᪉をᶍ⣴していきたい。 

 

մ஦業理ᛕの展㛤と普ཬ 

 ஦業の理ᛕとしては、産業⏺とᑓ㛛高ᰯ、地᪉බඹᅋ体が୍体となり、地域のᣢ⥆的な成長をリード

するため、⤯えず進化する᭱ඛ➃の⫋業人ᮦ育成システ࣒のᵓ⠏をᅗるもので࠶る。ᮏᰯでは、学ᰯ㨩

力化や6;人ᮦ育成ࣔデルのᵓ⠏6XVWaLnaELOLW\ 7UanVIRUPaWLRnをᥖࡆて、ᣢ⥆ྍ能な地域活性化にྥ

けた஦業を産業⏺と地域の関ಀ⪅とが༠ാし、解Ỵをᅗることができるḟୡ௦࣐イスターの育成を行う

もので࠶る。そうした中、近㞄の中学ᰯ・高➼学ᰯ・特ูᨭ᥼学ᰯ➼でฟ๓授業・進㊰ㄝ᫂会・地域஺

ὶ会➼へのཧ加を通して࣐イスター・ࣁイスクール஦業の理解を深める取り組ࡳ活動を実施した。 
まず地元に࠶る越生中学ᰯでは進㊰ㄝ᫂会へのཧ加・ẟ࿅ᒣ中学ᰯ・ᕝ越大ᮾ中学ᰯ・ඵ⋤子ᕝཱྀ中学

ᰯではฟ๓授業㸦⡆༢な自動㌴の基♏知㆑㸧の中で、生徒の取り組ࡳ活動を紹介し生徒募集にもつなが

る活動を実施した。また、特ูᨭ᥼学ᰯからもᮏᰯにධ学してくる生徒がいることから、特性の࠶る生

徒に対応したእ㒊連携として、ẟ࿅ᒣᨭ᥼学ᰯ㸦高➼㒊㸧・大ᐑ໭特ูᨭ᥼学ᰯ㸦高➼㒊㸧ᕝ越特ูᨭ

᥼学ᰯ㸦高➼㒊㸧との地域஺ὶ会・᝟ሗ஺᥮会に✚ᴟ的にཧ加し、࣐ススター・ࣁイスクール஦業の理

解を深めた。 
またᕝ越ᕷෆに࠶る「࢘ェスタᕝ越」を会ሙとしてᮏᰯのጜጒᰯで࠶るṊⶶ越生高ᰯが୺ദする中学ᰯ

・高➼学ᰯのሿのඛ生᪉を対㇟とした学ᰯㄝ᫂会でも、࣐イスター・ࣁイスクールの取り組ࡳ活動を紹

介し募集活動につながる取り組ࡳ活動を実施した。㸦１㸶㸲ᰯཧ加㸧 
 ᮶年ᗘにおいては、自㉮にྥけた取り組ࡳ活動の୍⎔として、近㞄の中学ᰯの生徒にも௒年ᗘから実

施した「ᢏ能コンクール」や「チࣙコレートプロジェクト」のᑂᰝ会にᣍᚅするな࡝の᪂しいヨࡳを行

うことで、この஦業の普ཬ活動の୍ຓにもしていきたい。 
 

㸶、目標の進ᤖ≧ἣ㸪成果㸪ホ౯ 

概ࡡ目標にྥかࡗて進められてはいるが、自動㌴科の地域ㄢ㢟解Ỵにྥけての活動や取り組ࡳについ 

ては、௒୍つのとこࢁが࠶る。 

越生町を学ぶ授業により特に�年生について、越生町への理解が深まり、身近に感じることができる 

ようになࡗた。自動㌴科はC$6(㸩Ș授業により、自動㌴産業の᭱᪂ᢏ術への理解が深まࡗた。 

特に㟁動化・エコカーによる⎔ቃၥ㢟へのព㆑が醸成され、௒ᚋの地域ㄢ㢟解Ỵにྥけたᅵྎはᙧ成 

された。 

ㄪ理科はチࣙコレートプロジェクトにより生徒の能力・スキルのఙ長が認められ、また商品化して

販売取り組ࡳでᗈく越生町の梅、ゆずを3Rすることで地域ㄢ㢟で࠶る特産果ᶞのᾘ㈝㔞ῶᑡや㸴ḟ

産業化へ貢献できた。 

目標の進ᤖ≧ἣの中で、学科をၥࢃず、プロジェクトᙧ式でそれࡒれのㄢ㢟のゴールを設定し生徒

による発表のᶵ会をቑやすことで、人๓でヰすᶵ会や⤒㦂がᑡなかࡗたᮏᰯの生徒もやれࡤできる

といࡗた自ᕫ効力感が高まることが☜認できた。 

 

㸷、ḟ年ᗘ௨㝆のㄢ㢟ཬびᨵၿⅬ 

 カリキュラ࣒の定ᖖ化ۍ
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自動㌴科、ㄪ理科ඹに実習を活用した連携授業をᩘከく実施しているが、これら連携授業を授業の

中へ組ࡳ㎸むᚲ要が࠶る。 

ḟ年ᗘについては、௒年ᗘカリキュラ࣒を࣋ースにྍ能な㝈り、定ᖖ授業化を進めていく。 

 能力・スキルのホ౯ۍ

⌧ᅾはㄪ理科の取り組ࡳを中心に授業アンケートᙧ式での生徒による自ᕫホ౯で能力スキルの≧ἣ

を☜認している。 

ḟ年ᗘはこの取り組ࡳをฟ᮶るだけከくの授業にᗈࡆ、ホ౯≧ἣを元に授業のᨵၿをᅗࡗていきた 

い。また、生徒の自ᕫホ౯௨እのᐈほ的ホ౯についてもㄢ㢟として取り組ࢇでいきたい。 
 活動についてࡳ自㉮にྥけた取り組ۍ

┴❧高ᰯと⚾❧高ᰯの㐪いから自㉮にྥけて┴からの⿵ຓ金➼が受けにくい≧ἣが࠶る中、ᮏᰯにと

る越生町との関ಀを௒௨ୖに活発化させるとともに越生町のほග༠会࠶ては、⟶理ᶵ関の୍つでもࡗ

・商工会・地元信用金ᗜ➼をᕳき㎸ࡳながらうめ・ゆず㎰ᐙの高㱋化・人ཱྀῶᑡၥ㢟➼の地域活性化

にྥけた取り組ࡳ活動をල体化していく活動の展㛤ල体的な᪉⟇としては、 

ձ ࣐イスター・ࣁイスクール஦業でᇵࡗてきたデジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アン

トレプレナーシップを࣋ースに越生町のఏ⤫行஦(ኟ⚍り)・ほග༠会・商工会➼が୺ദする関連イ

࣋ントへ高ᰯ生の企画やアイディアをᥦ案しつつ✚ᴟ的にཧ加することで越生町の活性化に⤖ぶつ

く活動を᥎進していく。 

 

ղ ஦業成果を越生町ෆእにᗈく発信・普ཬしていくため、௒までのインスタグラ࣒や෗┿、動画とい

を作成し、地元のケーブルテレビにも༠力ࢶた᧜りためてきたデータをᩚ理して、ᫎീコンテンࡗ

を௮ࡂ、学ᰯㄝ᫂会や越生町のྛ✀イ࣋ント会ሙ➼で紹介させていただくᶵ会をቑやしながら、「୍

ᕝ学園応᥼ᅋ」としてのᨭ᥼の㍯の拡大につながるᗈሗ活動の඘実をᅗる。 

 

ճ  ㄪ理科でᇵࡗてきたチࣙコレートプロジェクトを௒ᚋは୍Ṍ๓に進め、越生町の⤒Ⴀでも࠶る 

「特産物加工研究所」との関ಀをᙉ化し、越生町を඲ᅜྛ地にアピールできる(なびࡩる)᪂商品㛤発 

にྥけての研究㛤発をල体的に「ぢえる化」していく取り組ࡳ活動を௒年ᗘから実㊶していく。 

 

մ 自動㌴科においても、完成した「Ύ࿴キッチンカー」を越生町をྵめた関連企業にも活用᪉ἲを᳨

ウしてもらい、キッチンカーの⅏ᐖ時の฼用᪉ἲや越生町のྛ✀イ࣋ントにཧ加していく。 
 でいる越生町の⎔ቃၥ㢟を考ࢇ連携として取り組ࡳを近㞄町ᮧとᒣ୪「ロカー࣎ンシティᐉゝࢮ」

えるイ࣋ント➼にཧ加し、自動㌴関連企業からの᪂ᢏ術㸦CASE ➼㸧を学ぶ中で、ే設する越生自 
動㌴大学ᰯとの７年୍㈏教育の中でそうしたᢏ術が生かせる活動を展㛤していく。そうした中で⎔

ቃၥ㢟を考え、「ࢮロカー࣎ンシティᐉゝ」のイ࣋ントや行஦に✚ᴟ的にཧ加し、CO2 ๐ῶにྥけた

取り組ࡳ活動をMHSで学ࢇだことを࣋ースに実㊶していく取り組ࡳ活動の᥎進。 
 

յ ㈈ᨻ㠃でのᨭ᥼については、自㉮ᚋも越生町・ᮏᰯᚋ᥼会・学ᰯからも௒ᚋもྠ㢠のᨭ᥼をお㢪い 

できるよう実⦼を✚ࡆୖࡳていく活動を展㛤する。また「࣐イスター・ࣁイスクール応᥼ᅋ」として 

(<HOO])を活用したクラ࢘ドフ࢓ンディングを᥎し進め、௒年ᗘから実㝿の活動を展㛤し㈨金㠃での

基金活動を進めていく。 

 

ն 通信制高ᰯという特性から、他┴の࣐イスター・ࣁイスクールのᣦ定ᰯとは␗なり、地元の越生町

でのᑵ⫋をᕼᮃする生徒はᴟめてᑡない⌧≧が࠶る。㸱年間࣐イスター・ࣁイスクール஦業でᇵࡗ

てきたノ࢘࢘ࣁを「越生町フ࢓ンクラブ」と఩⨨࡙け、୍ ➃は、生徒がฟ身地の地元にᡠࡗてᑵ⫋す

る。そのうえでྛ生徒が越生町の㨩力ձ⥳㇏かな自然߈㒔心にも近い߉⛣ఫ⪅ᨭ᥼・子育てᨭ・㉳

業ᨭ᥼➼他のᨻ⟇ᨭ᥼も他のᕷ町ᮧとẚ࡭て㐯Ⰽなく、しかも自然㇏かな地で࠶ることを㸱年間࣐ 

イスター・ࣁイスクール஦業で学ࢇだ越生町の㨩力をそれࡒれの生徒がそれࡒれの地域で発信する 

ことで、ᑗ᮶は越生町に⛣ఫそして㉳業してࡳたいとᛮࢃれるようなᜥの長い取り組ࡳ活動を⥅⥆ 
して実㊶していく。 
 

շ ௧࿴ � 年ᗘについては、ే設ᰯの越生自動㌴大学ᰯのᙉࡳで࠶る企業ᚋ᥼会の組⧊の中の୍員とし

て加ࢃることにより産業⏺との連携を᭦に深めていくとඹに、✚ᴟ的に༠力してくれる企業を୍社

でもከくቑやす活動を᥎進。また越生町で᪂たに๰設される「越生町フ࢓ンクラブ」との間で✚ᴟ

的な地域஺ὶを深める活動を通して地域連携の㍯をᗈࡆていく活動を展㛤していく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクトを通じたスキルのఙ長については、デジタルリタラシー・コンセプチュアルスキルについ

ては、取り組むୖでの手ẁとして生徒は取り組ࡳやすいといࡗたഃ㠃も࠶り(�)ྥୖしたに(�)㠀ᖖにྥ

��、 
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自動㌴科、ㄪ理科ඹに実習を活用した連携授業をᩘከく実施しているが、これら連携授業を授業の

中へ組ࡳ㎸むᚲ要が࠶る。 

ḟ年ᗘについては、௒年ᗘカリキュラ࣒を࣋ースにྍ能な㝈り、定ᖖ授業化を進めていく。 

 能力・スキルのホ౯ۍ

⌧ᅾはㄪ理科の取り組ࡳを中心に授業アンケートᙧ式での生徒による自ᕫホ౯で能力スキルの≧ἣ

を☜認している。 

ḟ年ᗘはこの取り組ࡳをฟ᮶るだけከくの授業にᗈࡆ、ホ౯≧ἣを元に授業のᨵၿをᅗࡗていきた 

い。また、生徒の自ᕫホ౯௨እのᐈほ的ホ౯についてもㄢ㢟として取り組ࢇでいきたい。 
 活動についてࡳ自㉮にྥけた取り組ۍ

┴❧高ᰯと⚾❧高ᰯの㐪いから自㉮にྥけて┴からの⿵ຓ金➼が受けにくい≧ἣが࠶る中、ᮏᰯにと

る越生町との関ಀを௒௨ୖに活発化させるとともに越生町のほග༠会࠶ては、⟶理ᶵ関の୍つでもࡗ

・商工会・地元信用金ᗜ➼をᕳき㎸ࡳながらうめ・ゆず㎰ᐙの高㱋化・人ཱྀῶᑡၥ㢟➼の地域活性化

にྥけた取り組ࡳ活動をල体化していく活動の展㛤ල体的な᪉⟇としては、 

ձ ࣐イスター・ࣁイスクール஦業でᇵࡗてきたデジタルリテラシー・コンセプチュアルスキル・アン

トレプレナーシップを࣋ースに越生町のఏ⤫行஦(ኟ⚍り)・ほග༠会・商工会➼が୺ദする関連イ

࣋ントへ高ᰯ生の企画やアイディアをᥦ案しつつ✚ᴟ的にཧ加することで越生町の活性化に⤖ぶつ

く活動を᥎進していく。 

 

ղ ஦業成果を越生町ෆእにᗈく発信・普ཬしていくため、௒までのインスタグラ࣒や෗┿、動画とい

を作成し、地元のケーブルテレビにも༠力ࢶた᧜りためてきたデータをᩚ理して、ᫎീコンテンࡗ

を௮ࡂ、学ᰯㄝ᫂会や越生町のྛ✀イ࣋ント会ሙ➼で紹介させていただくᶵ会をቑやしながら、「୍

ᕝ学園応᥼ᅋ」としてのᨭ᥼の㍯の拡大につながるᗈሗ活動の඘実をᅗる。 

 

ճ  ㄪ理科でᇵࡗてきたチࣙコレートプロジェクトを௒ᚋは୍Ṍ๓に進め、越生町の⤒Ⴀでも࠶る 

「特産物加工研究所」との関ಀをᙉ化し、越生町を඲ᅜྛ地にアピールできる(なびࡩる)᪂商品㛤発 

にྥけての研究㛤発をල体的に「ぢえる化」していく取り組ࡳ活動を௒年ᗘから実㊶していく。 

 

մ 自動㌴科においても、完成した「Ύ࿴キッチンカー」を越生町をྵめた関連企業にも活用᪉ἲを᳨

ウしてもらい、キッチンカーの⅏ᐖ時の฼用᪉ἲや越生町のྛ✀イ࣋ントにཧ加していく。 
 でいる越生町の⎔ቃၥ㢟を考ࢇ連携として取り組ࡳを近㞄町ᮧとᒣ୪「ロカー࣎ンシティᐉゝࢮ」

えるイ࣋ント➼にཧ加し、自動㌴関連企業からの᪂ᢏ術㸦CASE ➼㸧を学ぶ中で、ే設する越生自 
動㌴大学ᰯとの７年୍㈏教育の中でそうしたᢏ術が生かせる活動を展㛤していく。そうした中で⎔

ቃၥ㢟を考え、「ࢮロカー࣎ンシティᐉゝ」のイ࣋ントや行஦に✚ᴟ的にཧ加し、CO2 ๐ῶにྥけた

取り組ࡳ活動をMHSで学ࢇだことを࣋ースに実㊶していく取り組ࡳ活動の᥎進。 
 

յ ㈈ᨻ㠃でのᨭ᥼については、自㉮ᚋも越生町・ᮏᰯᚋ᥼会・学ᰯからも௒ᚋもྠ㢠のᨭ᥼をお㢪い 

できるよう実⦼を✚ࡆୖࡳていく活動を展㛤する。また「࣐イスター・ࣁイスクール応᥼ᅋ」として 

(<HOO])を活用したクラ࢘ドフ࢓ンディングを᥎し進め、௒年ᗘから実㝿の活動を展㛤し㈨金㠃での

基金活動を進めていく。 

 

ն 通信制高ᰯという特性から、他┴の࣐イスター・ࣁイスクールのᣦ定ᰯとは␗なり、地元の越生町

でのᑵ⫋をᕼᮃする生徒はᴟめてᑡない⌧≧が࠶る。㸱年間࣐イスター・ࣁイスクール஦業でᇵࡗ

てきたノ࢘࢘ࣁを「越生町フ࢓ンクラブ」と఩⨨࡙け、୍ ➃は、生徒がฟ身地の地元にᡠࡗてᑵ⫋す

る。そのうえでྛ生徒が越生町の㨩力ձ⥳㇏かな自然߈㒔心にも近い߉⛣ఫ⪅ᨭ᥼・子育てᨭ・㉳

業ᨭ᥼➼他のᨻ⟇ᨭ᥼も他のᕷ町ᮧとẚ࡭て㐯Ⰽなく、しかも自然㇏かな地で࠶ることを㸱年間࣐ 

イスター・ࣁイスクール஦業で学ࢇだ越生町の㨩力をそれࡒれの生徒がそれࡒれの地域で発信する 

ことで、ᑗ᮶は越生町に⛣ఫそして㉳業してࡳたいとᛮࢃれるようなᜥの長い取り組ࡳ活動を⥅⥆ 
して実㊶していく。 
 

շ ௧࿴ � 年ᗘについては、ే設ᰯの越生自動㌴大学ᰯのᙉࡳで࠶る企業ᚋ᥼会の組⧊の中の୍員とし

て加ࢃることにより産業⏺との連携を᭦に深めていくとඹに、✚ᴟ的に༠力してくれる企業を୍社

でもከくቑやす活動を᥎進。また越生町で᪂たに๰設される「越生町フ࢓ンクラブ」との間で✚ᴟ

的な地域஺ὶを深める活動を通して地域連携の㍯をᗈࡆていく活動を展㛤していく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクトを通じたスキルのఙ長については、デジタルリタラシー・コンセプチュアルスキルについ

ては、取り組むୖでの手ẁとして生徒は取り組ࡳやすいといࡗたഃ㠃も࠶り(�)ྥୖしたに(�)㠀ᖖにྥ

��、 
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ୖしたと⟅えた生徒が㸲割近くいたのに対して、アントレプレナーシップについては、まࡗたくྥୖし

ていないと⟅えた生徒もいて、పいഴྥが࠶り、௒ᚋ࡝のように生徒とྥき合ࡗていくかというㄢ㢟も

ぢえた。 
��、プロジェクトでの行動᣺り㏉り 

㸦 㸧は人  ᩘ

ホ౯㡯目 レ࣋ル� レ࣋ル2 レ࣋ル� レ࣋ル� 

デジタルリテラ

シー 

デジタルࢶールを౑ࡗ

て、᝟ሗを集めたり、ᩚ 理

したりすることができま

したか㸽 

インターネットで

᝟ሗを᳨⣴し、ぢつ

けたෆᐜをノート

に᭩き෗すことが

できる。 㸦�㸧 

ㄪ࡭た᝟ሗを⣬に

ᩚ理し、ศかりやす

くまとめて他の人

にㄝ᫂することが

できる。㸦�㸧 

㈨ᩱを表やᅗにまと

め、他の࣓ンバーと

ඹ᭷してプロジェク

トで活用することが

できる。  㸦��㸧 

ᚲ要な᝟ሗを」ᩘの信㢗で

きる᝟ሗ※からẚ㍑し、ᩚ

理してどぬ的にศかりやす

く㈨ᩱ化することができ

る。      㸦2㸧 

デジタルࢶールでチー࣒

࣓ンバーとス࣒ーࢬにコ

࣑ュࢽケーシࣙンを取れ

ましたか㸽 

࣓ンバーとᚲ要な

᝟ሗを⣬に࣓ࣔし

てお஫いに☜認す

ることができる。 

㸦�㸧

࣓ࣔやノートを౑

い、࣓ンバーと活

動ෆᐜや進行を☜

認し合うことがで

きる。  㸦�㸧 

デジタルࢶールを活

用して㈨ᩱや進行を

まとめ、࣓ンバー඲

員がぢやすいように

工ኵすることができ

る。    㸦2㸧 

ヰし合いのグ㘓や活動の進

ᤖをデジタルでまとめ、チ

ー࣒࣓ンバーがいつでも☜

認できるようᩚ理すること

ができる。    㸦�㸧

コンセプチュア

ルスキル 

デジタルࢶールを౑ࡗ

て、᝟ሗを集めたり、ᩚ 理

したりすることができま

したか㸽 

自ศの考えをノー

トに᭩きฟして、発

表๓にᩚ理するこ

とができる。(�) 

要Ⅼをศかりや

すく࣓ࣔして、

他の人にࢃかり

やすくఏえる工

ኵをすることが

できる。㸦�㸧 

ᅗやイラストを用い

て、どぬ的にࢃかり

やすくᩚ理してㄝ᫂

することができる

㸦�㸧 

㔜要なポイントをまとめて

発表㈨ᩱに཯ᫎし、どぬ化

や஦౛を஺えて効果的にఏ

えることができる。㸦�㸧 

ၥ㢟を解Ỵするために、

いくつかの᪉ἲを考えて

㑅ᢥできましたか㸽 

୍つの᪉ἲを考え、

実行に⛣してࡳる

ことができる。 

(�)

」ᩘの᪉ἲを考え、

れがⰋいか࣓ࣔ࡝

にまとめて㑅ぶこ

とができる。 

㸦��㸧

࣓ンバーとពぢをฟ

し合い、᪉ἲをẚ㍑

してチー࣒でヰし合

てỴ定することがࡗ

できる。㸦�㸧 

実行ྍ能な᪉ἲをいくつか

ẚ㍑・ホ౯し࣓リット・デ

࣓リットを考えたୖで᭱㐺

なもの㑅ᢥし、実行するこ

とができる。    㸦�㸧

アントレプレナ

ーシップ 

チー࣒の目標にྥけて✚

ᴟ的に行動しましたか㸽 

チー࣒の目標を理

解し、自ศができ

ることをサポート

することができ

る。        (�㸱)

ᙺ割ศᢸを行い、

ᢸᙜ㒊ศをィ画通

り進めるように心

がけることができ

る。     㸦�㸧 

自ศのᙺ割だけでな

く、他の࣓ンバーの

サポートにも✚ᴟ的

にཧ加することがで

きる。   㸦�㸧 

目標㐩成のために඲体の進

行をぢながら、ィ画的に行

動し、チー࣒඲体をリード

することができる。㸦㸱㸧

᪂しいアイデアや᪉ἲを

ᥦ案し実行に⛣せました

か㸽 

自ศの考えた᪉ἲ

をヨしに実行して

ることができࡳ

る。     㸦�㸧 

アイデアをチー࣒

࣓ンバーにᥦ案し、

ᙺ❧つとุ᩿した

らヨしてࡳること

ができる  㸦７㸧

 

他の人のពぢを取り

ධれつつ、᪂しい᪉

ἲをᥦ案し、実行ィ

画を❧て実㊶するこ

とができる。㸦�㸧  

プロジェクトにᙺ❧つアイ

デアを✚ᴟ的にᥦ案し、ၥ

㢟解Ỵやᨵၿ案をィ画的に

実行し、他の人にもඹ᭷す

ることができる。㸦�㸧  

 

プロジェクトでの行動᣺り㏉りについては、 

デジタルリテラシーやコンセプチュアルスキルの㡯目の୍㒊については、レ࣋ル�に㐩する生徒も㸰㸮

㸣௨ୖいるのに対し、アントレプレナーシップについては、レ࣋ル � が㸱㸮㸣௨ୖで࠶るが、レ࣋ル �

は㸰㸮㸣ᮍ‶とపく、᮶年ᗘは自ศのᙺ割だけでなく、඲体をぢᤣえた行動やィ画を❧てていくᚲ要性

が࠶る。 

�2、ྛ✀アンケート⤖果 

「6'*Vカードࢤー࣒授業についての授業アンケートまとめ」 
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ୖしたと⟅えた生徒が㸲割近くいたのに対して、アントレプレナーシップについては、まࡗたくྥୖし

ていないと⟅えた生徒もいて、పいഴྥが࠶り、௒ᚋ࡝のように生徒とྥき合ࡗていくかというㄢ㢟も

ぢえた。 
��、プロジェクトでの行動᣺り㏉り 

㸦 㸧は人  ᩘ

ホ౯㡯目 レ࣋ル� レ࣋ル2 レ࣋ル� レ࣋ル� 

デジタルリテラ

シー 

デジタルࢶールを౑ࡗ

て、᝟ሗを集めたり、ᩚ 理

したりすることができま

したか㸽 

インターネットで

᝟ሗを᳨⣴し、ぢつ

けたෆᐜをノート

に᭩き෗すことが

できる。 㸦�㸧 

ㄪ࡭た᝟ሗを⣬に

ᩚ理し、ศかりやす

くまとめて他の人

にㄝ᫂することが

できる。㸦�㸧 

㈨ᩱを表やᅗにまと

め、他の࣓ンバーと

ඹ᭷してプロジェク

トで活用することが

できる。  㸦��㸧 

ᚲ要な᝟ሗを」ᩘの信㢗で

きる᝟ሗ※からẚ㍑し、ᩚ

理してどぬ的にศかりやす

く㈨ᩱ化することができ

る。      㸦2㸧 

デジタルࢶールでチー࣒

࣓ンバーとス࣒ーࢬにコ

࣑ュࢽケーシࣙンを取れ

ましたか㸽 

࣓ンバーとᚲ要な

᝟ሗを⣬に࣓ࣔし

てお஫いに☜認す

ることができる。 

㸦�㸧

࣓ࣔやノートを౑

い、࣓ンバーと活

動ෆᐜや進行を☜

認し合うことがで

きる。  㸦�㸧 

デジタルࢶールを活

用して㈨ᩱや進行を

まとめ、࣓ンバー඲

員がぢやすいように

工ኵすることができ

る。    㸦2㸧 

ヰし合いのグ㘓や活動の進

ᤖをデジタルでまとめ、チ

ー࣒࣓ンバーがいつでも☜

認できるようᩚ理すること

ができる。    㸦�㸧

コンセプチュア

ルスキル 

デジタルࢶールを౑ࡗ

て、᝟ሗを集めたり、ᩚ 理

したりすることができま

したか㸽 

自ศの考えをノー

トに᭩きฟして、発

表๓にᩚ理するこ

とができる。(�) 

要Ⅼをศかりや

すく࣓ࣔして、

他の人にࢃかり

やすくఏえる工

ኵをすることが

できる。㸦�㸧 

ᅗやイラストを用い

て、どぬ的にࢃかり

やすくᩚ理してㄝ᫂

することができる

㸦�㸧 

㔜要なポイントをまとめて

発表㈨ᩱに཯ᫎし、どぬ化

や஦౛を஺えて効果的にఏ

えることができる。㸦�㸧 

ၥ㢟を解Ỵするために、

いくつかの᪉ἲを考えて

㑅ᢥできましたか㸽 

୍つの᪉ἲを考え、

実行に⛣してࡳる

ことができる。 

(�)

」ᩘの᪉ἲを考え、

れがⰋいか࣓ࣔ࡝

にまとめて㑅ぶこ

とができる。 

㸦��㸧

࣓ンバーとពぢをฟ

し合い、᪉ἲをẚ㍑

してチー࣒でヰし合

てỴ定することがࡗ

できる。㸦�㸧 

実行ྍ能な᪉ἲをいくつか

ẚ㍑・ホ౯し࣓リット・デ

࣓リットを考えたୖで᭱㐺

なもの㑅ᢥし、実行するこ

とができる。    㸦�㸧

アントレプレナ

ーシップ 

チー࣒の目標にྥけて✚

ᴟ的に行動しましたか㸽 

チー࣒の目標を理

解し、自ศができ

ることをサポート

することができ

る。        (�㸱)

ᙺ割ศᢸを行い、

ᢸᙜ㒊ศをィ画通

り進めるように心

がけることができ

る。     㸦�㸧 

自ศのᙺ割だけでな

く、他の࣓ンバーの

サポートにも✚ᴟ的

にཧ加することがで

きる。   㸦�㸧 

目標㐩成のために඲体の進

行をぢながら、ィ画的に行

動し、チー࣒඲体をリード

することができる。㸦㸱㸧

᪂しいアイデアや᪉ἲを

ᥦ案し実行に⛣せました

か㸽 

自ศの考えた᪉ἲ

をヨしに実行して

ることができࡳ

る。     㸦�㸧 

アイデアをチー࣒

࣓ンバーにᥦ案し、

ᙺ❧つとุ᩿した

らヨしてࡳること

ができる  㸦７㸧

 

他の人のពぢを取り

ධれつつ、᪂しい᪉

ἲをᥦ案し、実行ィ

画を❧て実㊶するこ

とができる。㸦�㸧  

プロジェクトにᙺ❧つアイ

デアを✚ᴟ的にᥦ案し、ၥ

㢟解Ỵやᨵၿ案をィ画的に

実行し、他の人にもඹ᭷す

ることができる。㸦�㸧  

 

プロジェクトでの行動᣺り㏉りについては、 

デジタルリテラシーやコンセプチュアルスキルの㡯目の୍㒊については、レ࣋ル�に㐩する生徒も㸰㸮

㸣௨ୖいるのに対し、アントレプレナーシップについては、レ࣋ル � が㸱㸮㸣௨ୖで࠶るが、レ࣋ル �

は㸰㸮㸣ᮍ‶とపく、᮶年ᗘは自ศのᙺ割だけでなく、඲体をぢᤣえた行動やィ画を❧てていくᚲ要性

が࠶る。 

�2、ྛ✀アンケート⤖果 

「6'*Vカードࢤー࣒授業についての授業アンケートまとめ」 
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6'*V回⟅඲体の考ᐹ 

生徒たちの回⟅をಠ▔すると、いくつかの୺要なテー࣐がᾋかびୖがࡗた。まず、越生町の地域ㄢ㢟と

してከくの生徒が「人ཱྀῶᑡ」や「ᑡ子高㱋化」、「ほගᐈのῶᑡ」な࡝をᣲࡆており、これらのㄢ㢟

を解Ỵするためのල体的なアイデアとして「イ࣋ントの㛤ദ」や「3R、ᐉఏ活動」、「஺通⥙やインフ

ラのᩚഛ」な࡝がᥦ案された。また、インフラ㠃でのㄢ㢟として「コンビࢽや商業施設の୙㊊」もᣦ᦬

された。 

୍᪉で、୍㒊の生徒はㄢ㢟やアイデアをᛮいฟせなかࡗたり、ල体的なᥦ案がないという回⟅もぢ受

けられた。このことから、඲体的には地域ㄢ㢟への認㆑や解Ỵ⟇のアイデアがᖜᗈくඹ᭷されている୍

᪉で、さらにල体的な行動ィ画や深い理解を促す教育がᚲ要で࠶ることもศかࡗた。 

特に、616やポスター、イ࣋ントの企画な࡝、地域の㨩力をᗈめるための᪉ἲに対する関心が高く、この

Ⅼを生かして地域活性化の取り組ࡳを行うことが効果的ではないか。また、஺通⥙やインフラのᩚഛに

ついてのල体的なᥦ案もከく、このศ㔝でのᨵၿが地域の㨩力ྥୖに寄与するྍ能性が高いことがศか

 。たࡗ

 
「9R⁐᥋授業アンケートまとめ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
㸦設ၥ 1㸧௒回はVR で⁐᥋をやりましたが、VR を౑ࡗて他にࢇ࡝なことをやࡗてࡳたいですか。 
1. 実㌴を౑ࡗた体㦂をしたい 
㌴の㐠㌿をしてࡳたい 
自ศたちは 1 年生でචチが取れないので㐠㌿体㦂をしたい 
஺通Ᏻ඲シ࣑ュレーターをやりたい 
2. エンジン・ᶵᲔᵓ㐀に関する学習 
エンジンᵓ㐀を学びたい 
エンジンศ解をやりたい 

エンジンのバルブやピストンの取り付けをしてࡳたい 

9Rでエンジンを㝆ࢁしたい 
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6'*V回⟅඲体の考ᐹ 

生徒たちの回⟅をಠ▔すると、いくつかの୺要なテー࣐がᾋかびୖがࡗた。まず、越生町の地域ㄢ㢟と

してከくの生徒が「人ཱྀῶᑡ」や「ᑡ子高㱋化」、「ほගᐈのῶᑡ」な࡝をᣲࡆており、これらのㄢ㢟

を解Ỵするためのල体的なアイデアとして「イ࣋ントの㛤ദ」や「3R、ᐉఏ活動」、「஺通⥙やインフ

ラのᩚഛ」な࡝がᥦ案された。また、インフラ㠃でのㄢ㢟として「コンビࢽや商業施設の୙㊊」もᣦ᦬

された。 

୍᪉で、୍㒊の生徒はㄢ㢟やアイデアをᛮいฟせなかࡗたり、ල体的なᥦ案がないという回⟅もぢ受

けられた。このことから、඲体的には地域ㄢ㢟への認㆑や解Ỵ⟇のアイデアがᖜᗈくඹ᭷されている୍

᪉で、さらにල体的な行動ィ画や深い理解を促す教育がᚲ要で࠶ることもศかࡗた。 

特に、616やポスター、イ࣋ントの企画な࡝、地域の㨩力をᗈめるための᪉ἲに対する関心が高く、この

Ⅼを生かして地域活性化の取り組ࡳを行うことが効果的ではないか。また、஺通⥙やインフラのᩚഛに

ついてのල体的なᥦ案もከく、このศ㔝でのᨵၿが地域の㨩力ྥୖに寄与するྍ能性が高いことがศか

 。たࡗ

 
「9R⁐᥋授業アンケートまとめ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
㸦設ၥ 1㸧௒回はVR で⁐᥋をやりましたが、VR を౑ࡗて他にࢇ࡝なことをやࡗてࡳたいですか。 
1. 実㌴を౑ࡗた体㦂をしたい 
㌴の㐠㌿をしてࡳたい 
自ศたちは 1 年生でචチが取れないので㐠㌿体㦂をしたい 
஺通Ᏻ඲シ࣑ュレーターをやりたい 
2. エンジン・ᶵᲔᵓ㐀に関する学習 
エンジンᵓ㐀を学びたい 
エンジンศ解をやりたい 

エンジンのバルブやピストンの取り付けをしてࡳたい 

9Rでエンジンを㝆ࢁしたい 

実際の溶接と同じところと違うところがあったと思われますがVRではなく実際の練習をしたいですか。



‒ 49 ‒

㒊品の名⛠と୍⥴に㒊品がぢられるようにしたら㠃ⓑい 

�� ᩚഛ・実習に関するᕼᮃ 

タイࣖ஺᥮をやりたい 

自動㌴ᩚഛのシ࣑ュレーターをしたい 

 なことも9Rではなく実㝿にやりたいࢇ࡝

ᶵᲔのᢅいに関するᏳ඲教ᐊをして࡯しい 

�� 9Rやシ࣑ュレーシࣙンの活用 

9Rでエンジンを㝆ࢁしたい 

自動㌴ᩚഛのシ࣑ュレーターをやࡗてࡳたい 

�� 感᝿ 

ちࡗࡻとだけやり࡙らかࡗたけ࡝ᴦしかࡗた 

むずかしかࡗた 

自動㌴のことについてもࡗと学びたい 

回⟅まとめ 

඲体として、「実㝿に手を動かして学ぶ実習」や「㐠㌿体㦂」への関心が高いことがศかࡗた。また、

9Rを活用したいというពぢも࠶る୍᪉で、「9Rではなく実㝿にやりたい」というពぢも࠶り、リアルな

実習の㔜要性がఛえた。 

 

(設ၥ2㸧௒回の実施᪉ἲについてもࡗとこうしてḧしかࡗた、な࡝のពぢをࡦࡐ教えてください 

�� ポジティブなពぢ㸦‶㊊したⅬ㸧 

ศかりやすかࡗた㸦ከᩘ㸧 

「すごくศかりやすくて෶くいい体㦂をしたとᛮいました㸟」 

「᭱高でした、ࢃかりやすかࡗた」 

「ㄝ᫂はとてもศかりやすかࡗたです」 

「とてもやりやすかࡗたです」 

「やりやすかࡗた」 

9R体㦂をᴦしめた 

「とてもศかりやすかࡗたです㸟」 

「とてもࢃかりやすかࡗた。」 

2� ᨵၿして࡯しいⅬ 

9Rᶵᮦのフィット感 

「㢌がでかすࡂて࠶まりフィットしなくてᴦし࡙ࡳらかࡗた」 

「࣓࢞ネをかけている人にもうᑡし対応できるようになれࡤᎰしいです」 

リアル感・作業の感ぬ 

「㞴しいからもうᑡしリアル感が࡯しい」 

「9Rということも࠶り感ぬがᥗめずに㞴しかࡗた」 

「9Rᢏ術によるシ࣑ュレーシࣙン用としてはいいですが、実㝿に作業をしないศ感ぬがᥗ࡙ࡳらいと 

感じました。9Rによるᫎീだけでなく感ぬをつかめるような工ኵがᚲ要だとᛮいます。」 
㔜さのバランス「ᣢࡗたとき、㔜さが೫ࡗていて㞴しかࡗた。」 

�
 

回⟅まとめ 

඲体的には「ศかりやすかࡗた」「Ⰻい体㦂だࡗた」との‶㊊ᗘが高いពぢがከかࡗたが、୍᪉で「9R

のフィット感」「リアルな作業感ぬの୙㊊」「㔜㔞バランス」な࡝のᨵၿⅬもᣲࡆられた。特に9Rなら

ではの「感ぬをᥗࡳにくい」というㄢ㢟が」ᩘᣦ᦬されており、௒ᚋの実施では、よりリアルな体㦂が

できる工ኵがᚲ要。 

 

C$6(㸩Ș「᪥産*7�Rから学ぶもの࡙くり」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸦設ၥ 1㸧GT-Rのᢏ術やᵓ㐀で特に⯆࿡をᣢࡗたⅬと、その理⏤㸦自⏤グ㏙㸧 

��㌴୧ᵓ㐀・ᢏ術的特長 

・レースカーを࣋ースにしたᕷ販㌴のࢶインター࣎の┤�エンジン、⚽㐓の�:'とᚋ㍯ステアリング、 

ୡ⏺୍のコーナリング性能 

・ወᩘとഅᩘࢠアがそれࡒれ用ពされていることと、その௙組ࡳに㦫いた 

・07について。シャフトが2ಶ࠶る஦とリア࣑ッシࣙンがࢇ࡯とに෶いとᛮいました 

・アテーサ(W�6、デュアル࣑ッシࣙン。理⏤は、他にはぢない࣑ッシࣙンだとᛮࡗたからです 

・���Wという㌴㔜が᫇も௒も࡯と࡝ࢇኚࡗࢃていないことに␲ၥをᣢࡗていたから 
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㒊品の名⛠と୍⥴に㒊品がぢられるようにしたら㠃ⓑい 

�� ᩚഛ・実習に関するᕼᮃ 

タイࣖ஺᥮をやりたい 

自動㌴ᩚഛのシ࣑ュレーターをしたい 

 なことも9Rではなく実㝿にやりたいࢇ࡝

ᶵᲔのᢅいに関するᏳ඲教ᐊをして࡯しい 

�� 9Rやシ࣑ュレーシࣙンの活用 

9Rでエンジンを㝆ࢁしたい 

自動㌴ᩚഛのシ࣑ュレーターをやࡗてࡳたい 

�� 感᝿ 

ちࡗࡻとだけやり࡙らかࡗたけ࡝ᴦしかࡗた 

むずかしかࡗた 

自動㌴のことについてもࡗと学びたい 

回⟅まとめ 

඲体として、「実㝿に手を動かして学ぶ実習」や「㐠㌿体㦂」への関心が高いことがศかࡗた。また、

9Rを活用したいというពぢも࠶る୍᪉で、「9Rではなく実㝿にやりたい」というពぢも࠶り、リアルな

実習の㔜要性がఛえた。 

 

(設ၥ2㸧௒回の実施᪉ἲについてもࡗとこうしてḧしかࡗた、な࡝のពぢをࡦࡐ教えてください 

�� ポジティブなពぢ㸦‶㊊したⅬ㸧 

ศかりやすかࡗた㸦ከᩘ㸧 

「すごくศかりやすくて෶くいい体㦂をしたとᛮいました㸟」 

「᭱高でした、ࢃかりやすかࡗた」 

「ㄝ᫂はとてもศかりやすかࡗたです」 

「とてもやりやすかࡗたです」 

「やりやすかࡗた」 

9R体㦂をᴦしめた 

「とてもศかりやすかࡗたです㸟」 

「とてもࢃかりやすかࡗた。」 

2� ᨵၿして࡯しいⅬ 

9Rᶵᮦのフィット感 

「㢌がでかすࡂて࠶まりフィットしなくてᴦし࡙ࡳらかࡗた」 

「࣓࢞ネをかけている人にもうᑡし対応できるようになれࡤᎰしいです」 

リアル感・作業の感ぬ 

「㞴しいからもうᑡしリアル感が࡯しい」 

「9Rということも࠶り感ぬがᥗめずに㞴しかࡗた」 

「9Rᢏ術によるシ࣑ュレーシࣙン用としてはいいですが、実㝿に作業をしないศ感ぬがᥗ࡙ࡳらいと 

感じました。9Rによるᫎീだけでなく感ぬをつかめるような工ኵがᚲ要だとᛮいます。」 
㔜さのバランス「ᣢࡗたとき、㔜さが೫ࡗていて㞴しかࡗた。」 

�
 

回⟅まとめ 

඲体的には「ศかりやすかࡗた」「Ⰻい体㦂だࡗた」との‶㊊ᗘが高いពぢがከかࡗたが、୍᪉で「9R

のフィット感」「リアルな作業感ぬの୙㊊」「㔜㔞バランス」な࡝のᨵၿⅬもᣲࡆられた。特に9Rなら

ではの「感ぬをᥗࡳにくい」というㄢ㢟が」ᩘᣦ᦬されており、௒ᚋの実施では、よりリアルな体㦂が

できる工ኵがᚲ要。 

 

C$6(㸩Ș「᪥産*7�Rから学ぶもの࡙くり」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸦設ၥ 1㸧GT-Rのᢏ術やᵓ㐀で特に⯆࿡をᣢࡗたⅬと、その理⏤㸦自⏤グ㏙㸧 

��㌴୧ᵓ㐀・ᢏ術的特長 

・レースカーを࣋ースにしたᕷ販㌴のࢶインター࣎の┤�エンジン、⚽㐓の�:'とᚋ㍯ステアリング、 

ୡ⏺୍のコーナリング性能 

・ወᩘとഅᩘࢠアがそれࡒれ用ពされていることと、その௙組ࡳに㦫いた 

・07について。シャフトが2ಶ࠶る஦とリア࣑ッシࣙンがࢇ࡯とに෶いとᛮいました 

・アテーサ(W�6、デュアル࣑ッシࣙン。理⏤は、他にはぢない࣑ッシࣙンだとᛮࡗたからです 

・���Wという㌴㔜が᫇も௒も࡯と࡝ࢇኚࡗࢃていないことに␲ၥをᣢࡗていたから 
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2�✵力や㔜㔞バランス 

・㌴㔜を㔜くしてᏳ定させている所。࢘ࢲンフォースをព㆑して作ࡗているとᛮࡗたから 

・㔜㔞を㔜くし、タイࣖのグリップをୖࡆているとこࢁ。 理⏤は、㏿い㌴イコール㍍いというイ࣓ 

ージがࡗ࠶たから。 

・✵力についてもࡗと知りたいとᛮいました 

��タイࣖ 

・タイࣖのᏳ定さや◳さ 

・ランフラットタイࣖについて 

・ドライバーのᏳ඲性を高めるⅭのランフラットタイࣖ、高㏿㉮行に㐺するようにアンࢲーカバー➼ 

を⿦╔しているとこࢁです㸟 

・ランフラットタイࣖの高㏿㉮行ྍ能なとこ、理⏤は普通のタイࣖよりᙉᗘが㐪うから作り᪉を知り 

たい 

��デࢨインや感ぬ的な要⣲ 

・࣓ーターや、エンジン㡢がすごくカッコよかࡗた 

・エンジン㡢や࣓ーターな࡝がかࡗこよかࡗたです 

��እ㒊デ᩿ᶵ 

 たࡗなかࢃかるとᛮࢃコンで㌴の≧ែがࢯࣃ、たࡗかることが⯆࿡深かࢃコンで㌴の≧ែがࢯࣃ・

 

「᪥産プリンスᇸ⋢ 特ู授業㸦H�3RZHU、プロࣃイロット㸧」アンケートまとめ 

授業理解ᗘᢕᥱ 
回⟅⪅は �� 人、඲ �� ၥで、඲ၥṇ解 �� 名、� ၥ、� ၥがྛ � 名 
ᖹᆒṇ解ᩘは ��� ၥ 
⡆༢な � ᢥၥ㢟では࠶るが、生徒の理解ᗘは高いとุ᩿ฟ᮶る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術㸦プロࣃイロット㸧の体㦂学習についての感᝿ 
生徒の自⏤グ㏙について、ෆᐜをศ㢮してまとめた。 
 ᢏ術の㦫き・感動ڦ
・෶かࡗた 
・Ⰽࠎすごいとᛮࡗた 
・㌴が຾手に動くのに感動しました 
・自動で㌴⥺ኚ᭦ができるということにビックリしました 
・自動で㥔㌴するᢏ術が෶いとᛮいました 
・自動で㥔㌴したり、リࣔコンで㌴が動いたりするのが、すごかࡗたです 
・自動㥔㌴෶かࡗたです 
・ึめて஌ࡗて自動㐠㌿の෶さを知ることができてとてもගᰤでした。᪂たな自動㐠㌿な࡝も஌ࡗてࡳ 
たいとᛮいました 

・自動㐠㌿の⣲ᬕらしさにẼ࡙いた 
 ᢏ術の進化・知㆑の習得ڦ
・ᢏ術の進化を知れた 
・プロࣃイロットについてヲしく理解できてⰋかࡗたです 
・⌧ᅾの自動㌴業⏺の஦と自動㐠㌿(プロࣃイロット)のこれからのᮍ᮶のヰを⪺きᨵめて深く考えるよ 
うになりました 
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2�✵力や㔜㔞バランス 

・㌴㔜を㔜くしてᏳ定させている所。࢘ࢲンフォースをព㆑して作ࡗているとᛮࡗたから 

・㔜㔞を㔜くし、タイࣖのグリップをୖࡆているとこࢁ。 理⏤は、㏿い㌴イコール㍍いというイ࣓ 

ージがࡗ࠶たから。 

・✵力についてもࡗと知りたいとᛮいました 

��タイࣖ 

・タイࣖのᏳ定さや◳さ 

・ランフラットタイࣖについて 

・ドライバーのᏳ඲性を高めるⅭのランフラットタイࣖ、高㏿㉮行に㐺するようにアンࢲーカバー➼ 

を⿦╔しているとこࢁです㸟 

・ランフラットタイࣖの高㏿㉮行ྍ能なとこ、理⏤は普通のタイࣖよりᙉᗘが㐪うから作り᪉を知り 

たい 

��デࢨインや感ぬ的な要⣲ 

・࣓ーターや、エンジン㡢がすごくカッコよかࡗた 

・エンジン㡢や࣓ーターなのがかࡗこよかࡗたです 

��እ㒊デ᩿ᶵ 

 たࡗなかࢃかるとᛮࢃコンで㌴の≧ែがࢯࣃ、たࡗかることが⯆࿡深かࢃコンで㌴の≧ែがࢯࣃ・

 

「᪥産プリンスᇸ⋢ 特ู授業㸦H�3RZHU、プロࣃイロット㸧」アンケートまとめ 

授業理解ᗘᢕᥱ 
回⟅⪅は 23 人、඲ 10 ၥで、඲ၥṇ解 17 名、9 ၥ、8 ၥがྛ 3 名 
ᖹᆒṇ解ᩘは 9.6 ၥ 
⡆༢な 3 ᢥၥ㢟では࠶るが、生徒の理解ᗘは高いとุ᩿ฟ᮶る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㐠㌿ᨭ᥼ᢏ術㸦プロࣃイロット㸧の体㦂学習についての感᝿ 
生徒の自⏤グ㏙について、ෆᐜをศ㢮してまとめた。 
 ᢏ術の㦫き・感動ڦ
・෶かࡗた 
・Ⰽࠎすごいとᛮࡗた 
・㌴が຾手に動くのに感動しました 
・自動で㌴⥺ኚ᭦ができるということにビックリしました 
・自動で㥔㌴するᢏ術が෶いとᛮいました 
・自動で㥔㌴したり、リࣔコンで㌴が動いたりするのが、すごかࡗたです 
・自動㥔㌴෶かࡗたです 
・ึめて஌ࡗて自動㐠㌿の෶さを知ることができてとてもගᰤでした。᪂たな自動㐠㌿な࡝も஌ࡗてࡳ 
たいとᛮいました 

・自動㐠㌿の⣲ᬕらしさにẼ࡙いた 
 ᢏ術の進化・知㆑の習得ڦ
・ᢏ術の進化を知れた 
・プロࣃイロットについてヲしく理解できてⰋかࡗたです 
・⌧ᅾの自動㌴業⏺の஦と自動㐠㌿(プロࣃイロット)のこれからのᮍ᮶のヰを⪺きᨵめて深く考えるよ 
うになりました 
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・㟁Ẽ自動㌴についてⰍࠎと学ぶことができました 
 ㇟体㦂に対するポジティブな༳ڦ
・関心がもてた 
・ᴦしかࡗたです 
・CM な࡝をぢて࠶まりⰋさそうじࡷ↓いなとᛮࡗたけ࡝ㄝ᫂を⪺いたり実㝿に஌ࡗてࡳたら༳㇟がኚ 
 てすごい感動しましたࡗࢃ

・㐠㌿⪅への㈇ᢸを㍍ῶさせより౽฼にさせるດ力が感じられ関心をᣢちました 
 ㄢ㢟やᨵၿⅬのᣦ᦬ڦ
・㥔㌴できる఩⨨を⣽かくㄪᩚฟ᮶るが、カ࣓ラやセンサーによるࢬレがከᑡ㉳きてしまう 
 
「᪥㔝自動㌴工ሙどᐹ」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦設ၥ 1㸧ぢ学して᪂たに知ࡗたこと・㦫いたこと㸦自⏤グ㏙㸧 

㻝㻚 人とᶵᲔのバランス 

・ᶵᲔよりも人の作業がከかࡗたことに㦫いた 

今回の見学を通じて、普段は見られない自動車製造の新しい発見や理解が深まったと感じましたか？

・ロ࣎ットと人が༠力して作業しているのが༳㇟的だࡗた 

・トラックの組ࡳ❧てには人の手がከく関ࡗࢃていた 

㻞㻚 〇㐀工⛬の特ᚩ 

・⁐᥋が඲自動だࡗたことに㦫いた 

・組ࡳ❧てたࡤかりのエンジンがすࡄに✌ാできると知ࡗた 

・ライン工⛬のス࣒ーࢬさや作業スピードに感心した 

㻟㻚 工ሙの設ഛとᢏ術 

・施設のᗈさに㦫いた 

・㢦認ドシステ࣒がࡗ࠶たことが༳㇟的だࡗた 

・自動ᶵᲔやロ࣎ットのከさに㦫いた 

㻠㻚 ᪥㔝自動㌴の᪉㔪 

・㟁動化への取り組ࡳが᥍えめで࠶ることを知ࡗた 

㻡㻚 その他 

・トࣚタ・プラドを〇㐀していることをึめて知ࡗた 
 

 
C$6(㸩Ș「スバル自動㌴アイサイトを学ぶ」アンケートまとめ 
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・㟁Ẽ自動㌴についてⰍࠎと学ぶことができました 
 ㇟体㦂に対するポジティブな༳ڦ
・関心がもてた 
・ᴦしかࡗたです 
・CM な࡝をぢて࠶まりⰋさそうじࡷ↓いなとᛮࡗたけ࡝ㄝ᫂を⪺いたり実㝿に஌ࡗてࡳたら༳㇟がኚ 
 てすごい感動しましたࡗࢃ

・㐠㌿⪅への㈇ᢸを㍍ῶさせより౽฼にさせるດ力が感じられ関心をᣢちました 
 ㄢ㢟やᨵၿⅬのᣦ᦬ڦ
・㥔㌴できる఩⨨を⣽かくㄪᩚฟ᮶るが、カ࣓ラやセンサーによるࢬレがከᑡ㉳きてしまう 
 
「᪥㔝自動㌴工ሙどᐹ」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦設ၥ 1㸧ぢ学して᪂たに知ࡗたこと・㦫いたこと㸦自⏤グ㏙㸧 

㻝㻚 人とᶵᲔのバランス 

・ᶵᲔよりも人の作業がከかࡗたことに㦫いた 

・ロ࣎ットと人が༠力して作業しているのが༳㇟的だࡗた 

・トラックの組ࡳ❧てには人の手がከく関ࡗࢃていた 

㻞㻚 〇㐀工⛬の特ᚩ 

・⁐᥋が඲自動だࡗたことに㦫いた 

・組ࡳ❧てたࡤかりのエンジンがすࡄに✌ാできると知ࡗた 

・ライン工⛬のス࣒ーࢬさや作業スピードに感心した 

㻟㻚 工ሙの設ഛとᢏ術 

・施設のᗈさに㦫いた 

・㢦認ドシステ࣒がࡗ࠶たことが༳㇟的だࡗた 

・自動ᶵᲔやロ࣎ットのከさに㦫いた 

㻠㻚 ᪥㔝自動㌴の᪉㔪 

・㟁動化への取り組ࡳが᥍えめで࠶ることを知ࡗた 

㻡㻚 その他 

・トࣚタ・プラドを〇㐀していることをึめて知ࡗた 
 

 
C$6(㸩Ș「スバル自動㌴アイサイトを学ぶ」アンケートまとめ 
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㸦設ၥ�㸧アイサイトの௙組ࡳ・ᢏ術について、特に༳㇟にṧࡗたⅬについて、ල体的にグ㏙してくださ

い。 

・୺なᶵ能を「ステレオカ࣓ラ」による認㆑と制ᚚによࡗて実⌧していて㊥㞳がࢃかる所 

・⦓ᐦに制ᚚされていると感じた 

・Ṇまる㌴間㊥㞳 

・vHU�がఱಶも࠶るのがึめて知ࡗてẼになりました 

・アイサイトᦚ㍕㌴の஦ᨾ㍍ῶ⋡ 

・アイサイトが࡝のようなሙ㠃で作動するのか、㏫に࡝のようなሙ㠃だとドライバーがඃඛ・作動しな 

いのかをヲしく知れた 

・人や㌴、㌴⥺を$,で感知して、自動的に༊ูしてくれるシステ࣒がすごいなとᛮいました 

・人間の目とྠࡰ࡯じᶵ能を作ることがฟ᮶て、大㔞生産ฟ᮶ていることがすごいとᛮいました 

・バックをしても自然にṆまࡗてくれる஦がࢃかりました 

・アイサイトはすごい௙組ࡳなᢏ術でした 

・᭱᪂は自ศのᛮࡗたより進化していて෶かࡗた 

・2つの目で㊥㞳を るシステ࣒ 

・㊥㞳がࢃかること 

・カ࣓ラやセンサー、⾨ᫍを用いたᏳ඲性、ᛌ㐺性 

・アイサイトが࡝のように進化していࡗてこれからඛもࢇ࡝なᢏ術になるのか考えられた 

・����年にステレオカ࣓ラによる㐠㌿ᢏ術の㛤発がጞまࡗたことが༳㇟的でした 

・ᬯい中でもちࢇࡷと౑える஦ 

・$,が人や自動㌴を自動で༊ูして、஦ᨾ⋡をῶらしてくれるのがとても෶いなとᛮいました 

・᫨間の㉮行もそうですがኪ間のṌ行⪅᳨知でのブレーキがᫎീをぢてスバルのドライバーサポートに 

 おける㢗もしさを感じました 

・アイサイトは、長年研究しୡの中にฟたのを知ࡗた 

・ᛴな㣕びฟしに対応ฟ᮶るのがすごいとᛮࡗた 

 

㸦設ၥ2㸧ヨ஌体㦂な࡝の実習を通じて特に学ࢇだことや感じたことをグ㏙してください 

 

・バックする時にアクセルを࣋タ㋃ࡳでは࠶まりスピードがฟないという所 

・㏿ᗘがపい᪉がブレーキの⾪ᧁが෶かࡗた 

 たいなブレーキࡳ$%6・

・⫼中が࣡ࢰ࣡ࢰしました 

・アイサイトの進化≧ἣ 

・᠜かしい感ぬ 

・まさかフォレスターに�回も஌れるとはᛮࡗていなかࡗたのでとても㠃ⓑかࡗたです 

・実㝿に஌ࡗてࡳて、࣓ーターのとこࢁな࡝で教えてくれるのが෶くいいなとᛮいました 

・ᛴに㌴がブレーキをかけるような≧ἣにならないようᑗ᮶Ẽをつけようとᛮいました㹿ゆࡗくり㉮行 

してṆまࡗても、᪩く㉮行してṆまࡗても、࡝ちらもᛧさはኚࢃらなかࡗたです 

・㐠㌿手がᐷていてもちࢇࡷとṆまࡗてくれるのでとても෶いᢏ術だなとᛮいました 

・ᛴブレーキを体㦂してⰋかࡗたとᛮいます 

・リアのᖍᗙࡗた᪉がよりプリクラッシュブレーキを感じれたとᛮࡗた 

・Ⰽࠎな≧ἣを᝿定して作ࡗてࡗ࠶たこと 

・しࡗかり㡢で、知らせてからブレーキがかかりタイ࣑ングがศかࡗた 

・㋃ࡳ間㐪いによる஦ᨾ㜵Ṇの工ኵがすごいと感じました 

・ブレーキを㋃まずにṆまࡗてᚋࢁにୗがる時も制ᚚをしていて、人のことを考えて作られているとᛮ 

 たࡗ

・๓の㌴との㊥㞳���Pඛから認知していることを学びました 

・ちࢇࡷときいていて⣲ᬕらしいとᛮࡗた 

・࣓ーター➼を通してドライバーに㆙࿌➼をしてくれるのがとてもすごいなとᛮいました 

・ヨ஌体㦂をして、㠀ᖖブレーキでも஌㌴していて࠶まり㈇ᢸにならないブレーキが༳㇟にṧりました。

・そしてእからぢてᙜたり๓ではないですがྠじとこࢁでブレーキ⑞がṧࡗていてアイサイトシステ 

࣒の⢭ᗘを感じました  

・ᛴブレーキですごい㡢がฟた㸟㸟 

・⾪✺㜵Ṇもすごかࡗたけ࡝ᛴなアクセル㋃ࢇでもすࡄに進まなかࡗたこともすごかࡗた 
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㸦設ၥ�㸧アイサイトの௙組ࡳ・ᢏ術について、特に༳㇟にṧࡗたⅬについて、ල体的にグ㏙してくださ

い。 

・୺なᶵ能を「ステレオカ࣓ラ」による認㆑と制ᚚによࡗて実⌧していて㊥㞳がࢃかる所 

・⦓ᐦに制ᚚされていると感じた 

・Ṇまる㌴間㊥㞳 

・vHU�がఱಶも࠶るのがึめて知ࡗてẼになりました 

・アイサイトᦚ㍕㌴の஦ᨾ㍍ῶ⋡ 

・アイサイトが࡝のようなሙ㠃で作動するのか、㏫に࡝のようなሙ㠃だとドライバーがඃඛ・作動しな 

いのかをヲしく知れた 

・人や㌴、㌴⥺を$,で感知して、自動的に༊ูしてくれるシステ࣒がすごいなとᛮいました 

・人間の目とྠࡰ࡯じᶵ能を作ることがฟ᮶て、大㔞生産ฟ᮶ていることがすごいとᛮいました 

・バックをしても自然にṆまࡗてくれる஦がࢃかりました 

・アイサイトはすごい௙組ࡳなᢏ術でした 

・᭱᪂は自ศのᛮࡗたより進化していて෶かࡗた 

・2つの目で㊥㞳を るシステ࣒ 

・㊥㞳がࢃかること 

・カ࣓ラやセンサー、⾨ᫍを用いたᏳ඲性、ᛌ㐺性 

・アイサイトが࡝のように進化していࡗてこれからඛもࢇ࡝なᢏ術になるのか考えられた 

・����年にステレオカ࣓ラによる㐠㌿ᢏ術の㛤発がጞまࡗたことが༳㇟的でした 

・ᬯい中でもちࢇࡷと౑える஦ 

・$,が人や自動㌴を自動で༊ูして、஦ᨾ⋡をῶらしてくれるのがとても෶いなとᛮいました 

・᫨間の㉮行もそうですがኪ間のṌ行⪅᳨知でのブレーキがᫎീをぢてスバルのドライバーサポートに 

 おける㢗もしさを感じました 

・アイサイトは、長年研究しୡの中にฟたのを知ࡗた 

・ᛴな㣕びฟしに対応ฟ᮶るのがすごいとᛮࡗた 

 

㸦設ၥ2㸧ヨ஌体㦂な࡝の実習を通じて特に学ࢇだことや感じたことをグ㏙してください 

 

・バックする時にアクセルを࣋タ㋃ࡳでは࠶まりスピードがฟないという所 

・㏿ᗘがపい᪉がブレーキの⾪ᧁが෶かࡗた 

 たいなブレーキࡳ$%6・

・⫼中が࣡ࢰ࣡ࢰしました 

・アイサイトの進化≧ἣ 

・᠜かしい感ぬ 

・まさかフォレスターに�回も஌れるとはᛮࡗていなかࡗたのでとても㠃ⓑかࡗたです 

・実㝿に஌ࡗてࡳて、࣓ーターのとこࢁな࡝で教えてくれるのが෶くいいなとᛮいました 

・ᛴに㌴がブレーキをかけるような≧ἣにならないようᑗ᮶Ẽをつけようとᛮいました㹿ゆࡗくり㉮行 

してṆまࡗても、᪩く㉮行してṆまࡗても、࡝ちらもᛧさはኚࢃらなかࡗたです 

・㐠㌿手がᐷていてもちࢇࡷとṆまࡗてくれるのでとても෶いᢏ術だなとᛮいました 

・ᛴブレーキを体㦂してⰋかࡗたとᛮいます 

・リアのᖍᗙࡗた᪉がよりプリクラッシュブレーキを感じれたとᛮࡗた 

・Ⰽࠎな≧ἣを᝿定して作ࡗてࡗ࠶たこと 

・しࡗかり㡢で、知らせてからブレーキがかかりタイ࣑ングがศかࡗた 

・㋃ࡳ間㐪いによる஦ᨾ㜵Ṇの工ኵがすごいと感じました 

・ブレーキを㋃まずにṆまࡗてᚋࢁにୗがる時も制ᚚをしていて、人のことを考えて作られているとᛮ 

 たࡗ

・๓の㌴との㊥㞳���Pඛから認知していることを学びました 

・ちࢇࡷときいていて⣲ᬕらしいとᛮࡗた 

・࣓ーター➼を通してドライバーに㆙࿌➼をしてくれるのがとてもすごいなとᛮいました 

・ヨ஌体㦂をして、㠀ᖖブレーキでも஌㌴していて࠶まり㈇ᢸにならないブレーキが༳㇟にṧりました。

・そしてእからぢてᙜたり๓ではないですがྠじとこࢁでブレーキ⑞がṧࡗていてアイサイトシステ 

࣒の⢭ᗘを感じました  

・ᛴブレーキですごい㡢がฟた㸟㸟 

・⾪✺㜵Ṇもすごかࡗたけ࡝ᛴなアクセル㋃ࢇでもすࡄに進まなかࡗたこともすごかࡗた 
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C$6(㸩Ș「᭱᪂ᩚഛᢏ術ධ㛛」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸺自⏤グ㏙まとめእ㒊デ᩿ᶵ㸼 

生徒からは「'7C㸦デ᩿トラブルコード㸧の␒ྕの᣺り付け㡰がẼになࡗた」「デ᩿ᶵがとても౽฼

だと感じた」「他のデ᩿᪉ἲもヨしてࡳたい」というពぢが࠶りました。また、「普ẁ౑ࢃないᶵ

ჾを᧯作できて᪂㩭だࡗた」というኌも࠶り、実㊶的な学習に⯆࿡をᣢࡗたᵝ子がうかがえます。

௒ᚋは、よりከᵝなデ᩿手ἲやデ᩿ᶵの活用᪉ἲについて学ぶᶵ会を設けることで、理解がさらに

深まりそうです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸺自⏤グ㏙まとめప㟁ᅽ㸼 

ప㟁ᅽ作業に関するᏳ඲知㆑を学びました。生徒からは「㟁Ẽのᛧさを知ることができた」

「作業にはかなりの༴㝤が伴うと実感した」「さらにヲしく知りたい」というኌが寄せられま

した。また、「Ᏻ඲に関するὀពႏ㉳の௙᪉が༳㇟的だࡗた」「㟁Ẽ自動㌴の作業にᚲ要な知

㆑が学࡭た」「㈨᱁がᚲ要なことがศかࡗた」というពぢも࠶り、㟁Ẽ作業の㔜要性を理解し

たᵝ子がうかがえます。௒ᚋは実㊶的なカ⦎を஺えながら、Ᏻ඲ព㆑をさらに高めるᶵ会を作

るとよさそうです。 

 
「9Rධ㛛アンケート」まとめ 
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C$6(㸩Ș「᭱᪂ᩚഛᢏ術ධ㛛」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸺自⏤グ㏙まとめእ㒊デ᩿ᶵ㸼 

生徒からは「'7C㸦デ᩿トラブルコード㸧の␒ྕの᣺り付け㡰がẼになࡗた」「デ᩿ᶵがとても౽฼

だと感じた」「他のデ᩿᪉ἲもヨしてࡳたい」というពぢが࠶りました。また、「普ẁ౑ࢃないᶵ

ჾを᧯作できて᪂㩭だࡗた」というኌも࠶り、実㊶的な学習に⯆࿡をᣢࡗたᵝ子がうかがえます。

௒ᚋは、よりከᵝなデ᩿手ἲやデ᩿ᶵの活用᪉ἲについて学ぶᶵ会を設けることで、理解がさらに

深まりそうです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸺自⏤グ㏙まとめప㟁ᅽ㸼 

ప㟁ᅽ作業に関するᏳ඲知㆑を学びました。生徒からは「㟁Ẽのᛧさを知ることができた」

「作業にはかなりの༴㝤が伴うと実感した」「さらにヲしく知りたい」というኌが寄せられま

した。また、「Ᏻ඲に関するὀពႏ㉳の௙᪉が༳㇟的だࡗた」「㟁Ẽ自動㌴の作業にᚲ要な知

㆑が学࡭た」「㈨᱁がᚲ要なことがศかࡗた」というពぢも࠶り、㟁Ẽ作業の㔜要性を理解し

たᵝ子がうかがえます。௒ᚋは実㊶的なカ⦎を஺えながら、Ᏻ඲ព㆑をさらに高めるᶵ会を作

るとよさそうです。 

 
「9Rධ㛛アンケート」まとめ 
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㸦設ၥ�㸧体㦂していて「すごい㸟」とᛮࡗたことや、「なࡐこうなるのだࢁう㸽」とᛮࡗたことは࠶

りましたか㸽 

�� ᢏ術的な㦫き・␲ၥ 

・手の動きの認㆑㸸「なࢇで手の動きがࢃかるのかẼになࡗた」「手の感ゐや࡭え」「手の動きのリ 

アルさ」 

・9Rコントローラーの௙組ࡳ㸸「9R用のコントローラーの௙組ࡳがẼになりました」 

・᧯作の཯応㸸「࣎タンを᧯作したらすࡄに཯応した」 

 

2� ἐධ感・リアルさ 

・ูୡ⏺のような体㦂㸸「9Rは、まるでูのୡ⏺にධり㎸ࢇだかのようなἐධ感を体㦂できる、㦫 

く࡭きᢏ術だなと感じます。」 

・リアルな体㦂㸸「画㠃でࢤー࣒をしてたけ9࡝Rだと❧ࡗてリアルに体㦂できるからすごいとᛮࡗ 

た」「まるでそのሙにいるかのように㊊元からኳ஭までᫎしฟされること。」「そこにいるかのよ 

うに感じた」 

・㊥㞳感のᥗࡳやすさ㸸「自ศがᛮࡗていたよりも、㊥㞳感がᥗめたことです。」 

 

�� ౑いやすさ・体㦂の感᝿ 

・チュートリアルのホ౯㸸「チュートリアルが୎ᑀでとてもࢃかり᫆く、ࢤー࣒がጞまࡗてもᴦし

くプレイできました。」「チュートリアルでのㄝ᫂がとても୎ᑀで、ึめてでもࢤー࣒をᴦしむ

ことがฟ᮶ました。」 

・総合的な㦫き㸸「඲㒊すごかࡗた」「すごい」 

・9R特᭷のᙳ㡪㸸「㓉いそう」 

 
 
 
「ᮾὒ㣗品㸦大㔞ㄪ理㸧特ู授業」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸦設ၥ㸧集ᅋ⤥㣗㸦大㔞ㄪ理㸧を行うሙ合にẼを付けないといけないこと、大஦なことはఱだとᛮいま
すか㸽࠶なた の考えを教えてୗさい。 
 
回⟅のศ㢮  
 ⟆生⟶理に関する回⾨ࠐ
「⾨生⟶理」が㔜要だと考えた回⟅は、ᅽಽ的にከかࡗた。 

回⟅ :ᩘ 46 
 ෆᐜの౛ࠐ
・⾨生⟶理 
・⾨生㠃 
・⾨生㠃をⰋくする 
・手Ὑいや㝖⳦のᚭᗏ 
・␗物ΰධを㜵ࡄための対⟇ 
・㣗中ẘの㜵Ṇ  
 ⟆時間⟶理に関する回ࠐ
「時間⟶理」や「時間㓄ศ」の㔜要性についてゝཬした回⟅もぢられた。 

回⟅ :ᩘ 6  
ෆᐜの౛ 
・時間㓄ศやΎ₩にすること  
・時間に間に合うように⣲᪩く行動すること 
・時間の自ᕫ⟶理  
 ⟆ケーシࣙンに関する回ࢽ༠力やコ࣑ュࠐ
「༠力」や「コ࣑ュࢽケーシࣙン」、「チー࣒࣡ーク」の㔜要性をᣲࡆた回⟅もࡗ࠶た。 

 回⟅ :ᩘ 5 
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㸦設ၥ�㸧体㦂していて「すごい㸟」とᛮࡗたことや、「なࡐこうなるのだࢁう㸽」とᛮࡗたことは࠶

りましたか㸽 

�� ᢏ術的な㦫き・␲ၥ 

・手の動きの認㆑㸸「なࢇで手の動きがࢃかるのかẼになࡗた」「手の感ゐや࡭え」「手の動きのリ 

アルさ」 

・9Rコントローラーの௙組ࡳ㸸「9R用のコントローラーの௙組ࡳがẼになりました」 

・᧯作の཯応㸸「࣎タンを᧯作したらすࡄに཯応した」 

 

2� ἐධ感・リアルさ 

・ูୡ⏺のような体㦂㸸「9Rは、まるでูのୡ⏺にධり㎸ࢇだかのようなἐධ感を体㦂できる、㦫 

く࡭きᢏ術だなと感じます。」 

・リアルな体㦂㸸「画㠃でࢤー࣒をしてたけ9࡝Rだと❧ࡗてリアルに体㦂できるからすごいとᛮࡗ 

た」「まるでそのሙにいるかのように㊊元からኳ஭までᫎしฟされること。」「そこにいるかのよ 

うに感じた」 

・㊥㞳感のᥗࡳやすさ㸸「自ศがᛮࡗていたよりも、㊥㞳感がᥗめたことです。」 

 

�� ౑いやすさ・体㦂の感᝿ 

・チュートリアルのホ౯㸸「チュートリアルが୎ᑀでとてもࢃかり᫆く、ࢤー࣒がጞまࡗてもᴦし

くプレイできました。」「チュートリアルでのㄝ᫂がとても୎ᑀで、ึめてでもࢤー࣒をᴦしむ

ことがฟ᮶ました。」 

・総合的な㦫き㸸「඲㒊すごかࡗた」「すごい」 

・9R特᭷のᙳ㡪㸸「㓉いそう」 

 
 
 
「ᮾὒ㣗品㸦大㔞ㄪ理㸧特ู授業」アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸦設ၥ㸧集ᅋ⤥㣗㸦大㔞ㄪ理㸧を行うሙ合にẼを付けないといけないこと、大஦なことはఱだとᛮいま
すか㸽࠶なた の考えを教えてୗさい。 
 
回⟅のศ㢮  
 ⟆生⟶理に関する回⾨ࠐ
「⾨生⟶理」が㔜要だと考えた回⟅は、ᅽಽ的にከかࡗた。 

回⟅ :ᩘ 46 
 ෆᐜの౛ࠐ
・⾨生⟶理 
・⾨生㠃 
・⾨生㠃をⰋくする 
・手Ὑいや㝖⳦のᚭᗏ 
・␗物ΰධを㜵ࡄための対⟇ 
・㣗中ẘの㜵Ṇ  
 ⟆時間⟶理に関する回ࠐ
「時間⟶理」や「時間㓄ศ」の㔜要性についてゝཬした回⟅もぢられた。 

回⟅ :ᩘ 6  
ෆᐜの౛ 
・時間㓄ศやΎ₩にすること  
・時間に間に合うように⣲᪩く行動すること 
・時間の自ᕫ⟶理  
 ⟆ケーシࣙンに関する回ࢽ༠力やコ࣑ュࠐ
「༠力」や「コ࣑ュࢽケーシࣙン」、「チー࣒࣡ーク」の㔜要性をᣲࡆた回⟅もࡗ࠶た。 

 回⟅ :ᩘ 5 
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ෆᐜの౛ 
・コ࣑ュࢽケーシࣙン、チー࣒࣡ーク 
・୍⥴にㄪ理をする人との連携  
・࿘りにいる人へのኌがけな࡝の༠力  
 その他のពぢࠐ
その他のಶูのពぢもྵまれていたが、ୖグのカテゴリーにẚ࡭るとᑡᩘだࡗた。 

  ౛:㣗ᮦのᏳ඲性㸦2㸧 
・体ㄪ⟶理㸦1㸧  
・ ᗘ⟶理と設ഛの⟶理㸦1㸧 
 
ᩱ理෗┿᧜ᙳ ルーブリック自ᕫホ౯ 

ホ౯基‽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

୧ほⅬともに ��㸣௨ୖの生徒が目標のレ࣋ル � に฿㐩したと自ᕫホ౯ 

 
 
「㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ」授業アンケートまとめ 
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ෆᐜの౛ 
・コ࣑ュࢽケーシࣙン、チー࣒࣡ーク 
・୍⥴にㄪ理をする人との連携  
・࿘りにいる人へのኌがけな࡝の༠力  
 その他のពぢࠐ
その他のಶูのពぢもྵまれていたが、ୖグのカテゴリーにẚ࡭るとᑡᩘだࡗた。 

  ౛:㣗ᮦのᏳ඲性㸦2㸧 
・体ㄪ⟶理㸦1㸧  
・ ᗘ⟶理と設ഛの⟶理㸦1㸧 
 
ᩱ理෗┿᧜ᙳ ルーブリック自ᕫホ౯ 

ホ౯基‽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

୧ほⅬともに ��㸣௨ୖの生徒が目標のレ࣋ル � に฿㐩したと自ᕫホ౯ 

 
 
「㣧㣗ᗑオープンㅮᗙ」授業アンケートまとめ 
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「⤥㣗業ົを学ぶ」授業アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸦設ၥ 1㸧集ᅋ⤥㣗㸦大㔞ㄪ理㸧を行うሙ合にẼを付けないといけないこと、大஦なことはఱだとᛮい

ましたか㸽࠶なたの考えを教えてୗさい。 

 

回⟅の要⣙ 

1 ⾨生⟶理㸦⾨生㠃・㣗中ẘண㜵㸧 

・手Ὑいやᾘẘ、␗物ΰධ㜵Ṇ、 ᗘ⟶理、設ഛ⟶理な࡝をᚭᗏすることが㔜要。 

・㣗ᮦのᏳ඲性を☜ಖし、㣗中ẘを㜵ࡄために⾨生ほᛕをᣢつことがᚲ要。 

2 時間⟶理㸦効⋡的な作業㸧 

・Ỵめられた時間ෆに業ົを⤊えられるよう、⣲᪩く行動することが求められる。 

・時間㓄ศをព㆑し、ィ画的に作業を進めることが㔜要。 

3 チー࣒࣡ーク㸦連携・༠力㸧 

・ㄪ理をする人ྠኈが༠力し合い、࿘ᅖへのẼ㓄りやኌかけを行うことがᚲ要。 

・ᙺ割を理解し、連携を取ることでス࣒ーࢬに作業を進めることができる。 

඲体的に「⾨生⟶理」の㔜要性がᙉㄪされており、ḟに「時間⟶理」「チー࣒࣡ーク」の大ษさが
ᣦ᦬されています。 

 

㸦設ၥ㸧授業の感᝿を教えてୗさい。 

回⟅の要⣙ 

 学びやẼ࡙き 

・集ᅋ⤥㣗の௙組ࡳや大㔞ㄪ理の大ኚさ、⾨生⟶理の㔜要性を知ることができた。 

・体力がᚲ要な௙஦で࠶り、⤥㣗センターの⫋員はẖ᪥大ኚだと感じた。 

・8 人で 500 人ศの㣗஦を作る大ኚさに㦫いた。 

・アレルࢠー対応の㒊ᒇが࠶ることをึめて知ࡗた。 
・学ᰯ⤥㣗の作り᪉について理解が深まࡗた。 

 ௒ᚋ知りたいこと・体㦂したいこと 

・実㝿の大㔞ㄪ理の⌧ሙをぢ学したい。 

・ാいている人の⤒㦂ㄯをもࡗと⪺きたい。 

・⤥㣗業ົのල体的なෆᐜをヲしく知りたかࡗた。 

・⤥㣗௨እの業⏺のヰも⪺いてࡳたい。 

・おⳫ子作りに関する授業もやࡗて࡯しい。 
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「⤥㣗業ົを学ぶ」授業アンケートまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸦設ၥ 1㸧集ᅋ⤥㣗㸦大㔞ㄪ理㸧を行うሙ合にẼを付けないといけないこと、大஦なことはఱだとᛮい

ましたか㸽࠶なたの考えを教えてୗさい。 

 

回⟅の要⣙ 

1 ⾨生⟶理㸦⾨生㠃・㣗中ẘண㜵㸧 

・手Ὑいやᾘẘ、␗物ΰධ㜵Ṇ、 ᗘ⟶理、設ഛ⟶理な࡝をᚭᗏすることが㔜要。 

・㣗ᮦのᏳ඲性を☜ಖし、㣗中ẘを㜵ࡄために⾨生ほᛕをᣢつことがᚲ要。 

2 時間⟶理㸦効⋡的な作業㸧 

・Ỵめられた時間ෆに業ົを⤊えられるよう、⣲᪩く行動することが求められる。 

・時間㓄ศをព㆑し、ィ画的に作業を進めることが㔜要。 

3 チー࣒࣡ーク㸦連携・༠力㸧 

・ㄪ理をする人ྠኈが༠力し合い、࿘ᅖへのẼ㓄りやኌかけを行うことがᚲ要。 

・ᙺ割を理解し、連携を取ることでス࣒ーࢬに作業を進めることができる。 

඲体的に「⾨生⟶理」の㔜要性がᙉㄪされており、ḟに「時間⟶理」「チー࣒࣡ーク」の大ษさが
ᣦ᦬されています。 

 

㸦設ၥ㸧授業の感᝿を教えてୗさい。 

回⟅の要⣙ 

 学びやẼ࡙き 

・集ᅋ⤥㣗の௙組ࡳや大㔞ㄪ理の大ኚさ、⾨生⟶理の㔜要性を知ることができた。 

・体力がᚲ要な௙஦で࠶り、⤥㣗センターの⫋員はẖ᪥大ኚだと感じた。 

・8 人で 500 人ศの㣗஦を作る大ኚさに㦫いた。 

・アレルࢠー対応の㒊ᒇが࠶ることをึめて知ࡗた。 
・学ᰯ⤥㣗の作り᪉について理解が深まࡗた。 

 ௒ᚋ知りたいこと・体㦂したいこと 

・実㝿の大㔞ㄪ理の⌧ሙをぢ学したい。 

・ാいている人の⤒㦂ㄯをもࡗと⪺きたい。 

・⤥㣗業ົのල体的なෆᐜをヲしく知りたかࡗた。 

・⤥㣗௨እの業⏺のヰも⪺いてࡳたい。 

・おⳫ子作りに関する授業もやࡗて࡯しい。 
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ͤ授業を通じて大㔞ㄪ理の㔜要性を理解し、より実㊶的な体㦂やල体的なヰを求めるኌがከかࡗた。 
 
�
「❧㣗ビュッフェを学ぶ・特産品レシピ❧㣗ビュッフェ」㸦༞業作品展�アンケートまとめ 
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松柏軒レストランの方による特別授業（器の選び方の提供）は卒業作品展の準備に役立ちましたか？
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�
㸦設ၥ 1㸧❧㣗ビュッフェᙧ式の༞業作品展を通じて学ࢇだこと・工ኵしたこと 

�
�
�� ᙺ割ศᢸとチー࣒࣡ーク 

「ᙺ割はࡗきりさせました」 

「ᥦ౪の௙᪉」 

「ビュッフェスタイルでᥦ౪のやり取りを⣲᪩く行うことができた」 

ͤᙺ割を᫂☜にすることで、ス࣒ーࢬなᥦ౪がྍ能になり、෇⁥な㐠Ⴀに⧅がࡗた。 

2� ┒り付けや㓄⨨の工ኵ 

「୪࡭᪉を工ኵしました」 

「┒り付け᪉な࡝学࡭ました」 

「┒り付け᪉や❧ち回り」 

ͤᩱ理のぢた目の美しさや㣗࡭やすさを考え、㓄⨨や┒り付けを工ኵした。 

�� 㣗࡭やすさの工ኵ 

 「。やすいかを工ኵした࡭㣗ࡤうすれ࡝」

 「やすくなるか考えた࡭㣗ࡤうすれ࡝」

ͤ❧㣗ᙧ式ならではの㣗࡭やすさをព㆑し、工ኵを㔜ࡡた。 

�� ㄪ理の効⋡化 

「୕品作る時の効⋡のいい㡰␒」 

「工⛬時間のㄪᩚ」 

「ㄪ理を効⋡的に行うことの大ษさがศかりました。」 

ͤ」ᩘのᩱ理を୪行して作るための㡰ᗎや時間㓄ศの㔜要性を実感した 

�� ᥦ౪のタイ࣑ングや連携 

「他のᩱ理とのタイ࣑ングの連携が大ኚだࡗた」 

ͤᩱ理を㐺ษなタイ࣑ングでᥦ౪することが㞴しく、チー࣒ෆの連携が求められた。 

�� ࿡付けやศ㔞のㄪᩚ 

「ㄡዲࡳの࿡付けにするか」 

「ఱಸかにした時ྠじศ㔞じࡷだめなのでそれについて࡝れくらいῶらすかとか」 

「自ศ㐩よりୖのୡ௦の᪉にఱがフィットするのか」 

立食ビュッフェ形式の卒業作品展を通じて、料理やソースのアイデアを考える力がついたと感じますか？
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ͤ授業を通じて大㔞ㄪ理の㔜要性を理解し、より実㊶的な体㦂やල体的なヰを求めるኌがከかࡗた。 
 
�
「❧㣗ビュッフェを学ぶ・特産品レシピ❧㣗ビュッフェ」㸦༞業作品展�アンケートまとめ 
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松柏軒レストランの方による特別授業（器の選び方の提供）は卒業作品展の準備に役立ちましたか？

�
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�
�
�
�
㸦設ၥ 1㸧❧㣗ビュッフェᙧ式の༞業作品展を通じて学ࢇだこと・工ኵしたこと 

�
�
�� ᙺ割ศᢸとチー࣒࣡ーク 

「ᙺ割はࡗきりさせました」 

「ᥦ౪の௙᪉」 

「ビュッフェスタイルでᥦ౪のやり取りを⣲᪩く行うことができた」 

ͤᙺ割を᫂☜にすることで、ス࣒ーࢬなᥦ౪がྍ能になり、෇⁥な㐠Ⴀに⧅がࡗた。 

2� ┒り付けや㓄⨨の工ኵ 

「୪࡭᪉を工ኵしました」 

「┒り付け᪉な࡝学࡭ました」 

「┒り付け᪉や❧ち回り」 

ͤᩱ理のぢた目の美しさや㣗࡭やすさを考え、㓄⨨や┒り付けを工ኵした。 

�� 㣗࡭やすさの工ኵ 

 「。やすいかを工ኵした࡭㣗ࡤうすれ࡝」

 「やすくなるか考えた࡭㣗ࡤうすれ࡝」

ͤ❧㣗ᙧ式ならではの㣗࡭やすさをព㆑し、工ኵを㔜ࡡた。 

�� ㄪ理の効⋡化 

「୕品作る時の効⋡のいい㡰␒」 

「工⛬時間のㄪᩚ」 

「ㄪ理を効⋡的に行うことの大ษさがศかりました。」 

ͤ」ᩘのᩱ理を୪行して作るための㡰ᗎや時間㓄ศの㔜要性を実感した 

�� ᥦ౪のタイ࣑ングや連携 

「他のᩱ理とのタイ࣑ングの連携が大ኚだࡗた」 

ͤᩱ理を㐺ษなタイ࣑ングでᥦ౪することが㞴しく、チー࣒ෆの連携が求められた。 

�� ࿡付けやศ㔞のㄪᩚ 

「ㄡዲࡳの࿡付けにするか」 

「ఱಸかにした時ྠじศ㔞じࡷだめなのでそれについて࡝れくらいῶらすかとか」 

「自ศ㐩よりୖのୡ௦の᪉にఱがフィットするのか」 

立食ビュッフェ形式の卒業作品展を通じて、料理やソースのアイデアを考える力がついたと感じますか？
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ͤ᮶ሙ⪅のᒙを考៖した࿡付けや、ศ㔞をቑῶする㝿のㄪᩚの㞴しさを学ࢇだ。 

まとめ 

௒回の༞業作品展では、ᙺ割ศᢸやチー࣒࣡ーク、┒り付けや㣗࡭やすさの工ኵ、ㄪ理の効⋡化、ᥦ౪

のタイ࣑ング、࿡付けやศ㔞ㄪᩚの㞴しさといࡗたከくの学びが得られた。特に、❧㣗ビュッフェᙧ式

ならではの㐠Ⴀやᥦ౪の工ኵを⤒㦂し、実㊶的なスキルをྥୖさせるᶵ会となࡗた。 

 


